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］



環境への取り組み2
鉄道はエネルギー効率に優れた交通手段ですが、走行する際には大量の電気を消費しており、

間接的にＣＯ2を排出しています。そこで鉄道事業者は、さまざまな施策を通じ、運転用電力量の削減に努めています。
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小田急電鉄
　

小
田
急
電
鉄
で
は

２
０
０
０
年
９
月
か

ら
、
変
電
所
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
運
転
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

輸
送
力
増
強
の
た

め
の
ダ
イ
ヤ
改
正
や

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
な

ど
の
駅
設
備
の
改
良

の
た
め
、
鉄
道
事
業

に
お
け
る
消
費
電
力

量
は
上
昇
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
な
か
で
も
、
運
転
用
電
力
量
は
、
受
電
電
力
量
（
運

転
用
電
力
量
と
付
帯
用
電
力
量
と
の
合
計
）
の
約
８
割
を
占
め

て
い
る
た
め
、
運
転
用
電
力
量
を
削
減
す
る
こ
と
は
重
要
な
課

題
と
い
え
ま
す
。

　

変
電
所
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
運
転
は
、
運
転
用
電
力
を
供
給
す

る
変
電
所
に
お
い
て
、
す
べ
て
の
時
間
帯
に
変
電
所
機
器
を
フ
ル

運
転
す
る
の
で
は
な
く
、
列
車
本
数
の
少
な
い
時
間
帯
に
部
分

的
に
機
器
の
運
転
を
停
止
し
、
架
線
電
圧
を
一
定
の
範
囲
で
下

げ
る
こ
と
で
、
回
生
電
力
を
有
効
に
活
用
し
、
消
費
電
力
量
を

削
減
す
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
運
転
に
よ
っ
て
、
２
０
０
７
年
度
は
約

６
７
８
万
ｋ
Ｗ
ｈ
の
電
力
を
削
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
１

世
帯
の
１
カ
月
あ
た
り
の
電
気
使
用
量
を
３
０
０
ｋ
Ｗ
ｈ
と
仮

定
す
れ
ば
、
約
２
万
２
６
０
０
世
帯
の
１
カ
月
分
の
消
費
電
力

量
を
節
約
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

【変電所のスケジュール運転】

　小田急電鉄では、快適な輸送サービ

スを提供し、公共交通の利用促進を図

るために、複々線化事業などによる「輸

送力の増強」に努めています。また、「輸

送力の増強」と「省エネルギー」の両

立を目指し、「鉄道事業における受電

電力量を2014 年度までに、3億 6700

万 kWh以下に削減する」という目標

を掲げ、省エネルギー車両の導入など

さまざまな対策を推進しています。

「輸送力の増強」と「省エネルギー」を両立

車両走行キロと受電電力量の推移および
受電電力量削減目標
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鉄道事業における受電電力量を 2014年
までに 367,000千kWh以下に削減する。

2013年度 複々線化完成予定

受電電力量： 2006年度までの実績と2014年までの削減目標（千kWh）
車両走行キロ： 2006年度までの実績（千car-km）
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みんてつだより　　環境への取り組み②

小田急電鉄「変電所のスケジュール運転」
基調報告�　　鉄道の未来学

公共交通再生への道筋
●神戸国際大学 経済学部都市環境・観光学科教授　土井　勉

連載�　　リレーエッセイ

「わたしと路面電車」
●作家　あさのあつこ

連載�　　鉄道と映画

「エデンの東」
●財団法人運輸政策研究機構 会長　羽生次郎

連載�　　民鉄紀行

名古屋鉄道・犬山線［枇杷島分岐点信号場～新鵜沼］
●ジャーナリスト・作家　島　実蔵

連載�　　大正・昭和の鳥瞰図絵師　吉田初三郎の世界

大軌電車沿線案内
●首都大学東京非常勤講師　藤本一美

公共交通を活かした
コンパクトなまちづくりを推進。
●富山市長　森　雅志

特集／富山市のまちづくり政策と富山地方鉄道
［車がなくても暮らしやすいコンパクトなまちづくり］

総力戦で集約型都市構造を実現する。
「総合交通戦略」の推進
●国土交通省 都市・地域整備局 街路交通施設課 企画専門官　吉田信博

「お団子と串」の都市構造による
コンパクトなまちづくり。
●富山市 都市整備部 交通政策課長　高森長仁

創業以来の
「一県一市街化」理念。
地域に貢献し続ける。
●富山地方鉄道株式会社 代表取締役社長　桑名博勝

維持から活性化へ。
●富山地方鉄道株式会社 取締役営業部長　辻川　徹
●富山地方鉄道株式会社 経営企画部長　稲田祐治

●国土交通省 総合政策局 交通計画課長　野俣光孝
地域関係者全体で公共交通活性化を実現していく時代へ。

◎日本民営鉄道協会とは？
昭和 42 年に社団法人として設立され、72 社の民営鉄道会社で組織されています。
輸送力の増強と安全輸送の確保を促進し、鉄道事業の健全な発達を図り、もって国民経
済の発展に寄与することを目的とした活動を行っております。
なお、JR 各社や公営地下鉄などは加入しておりません。
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は
じ
め
に

多
く
の
公
共
交
通
で
は
厳
し
い
経
営
状
況

が
続
き
、
次
第
に
廃
線
と
な
る
も
の
も
多
い
。

こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
し
、
公
共
交
通
再
生

の
た
め
の
法
制
度
の
整
備
が
行
政
に
よ
り
急

速
に
進
め
ら
れ
つ
つ
あ
る
。ま
た
、
ま
ち
づ
く

り
と
連
動
し
て
新
た
な
試
み
も
行
わ
れ
つ
つ

あ
る
。
本
稿
は
、
こ
う
し
た
動
き
を
さ
ら
に

加
速
す
る
た
め
に
、
地
域
社
会
に
提
供
す
る

公
共
交
通
の
価
値
を
十
分
に
認
識
し
て
、
総

合
交
通
政
策
、
都
市
構
造
、
そ
し
て
ま
ち
づ

く
り
の
視
点
か
ら
公
共
交
通
再
生
の
た
め
に

必
要
な
方
策
に
つ
い
て
述
べ
る
も
の
と
す
る
。

1
．
公
共
交
通
の
現
状

２
０
０
７
年
度
の
Ｊ
Ｒ
な
ど
大
手
の
鉄
道

会
社
で
は
、
前
年
比
を
上
回
る
増
収
増
益
な

ど（
１
）

と
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
実
際
に

は
地
方
や
中
小
規
模
の
公
共
交
通
事
業
者

（
以
下
、
事
業
者
）
だ
け
で
は
な
く
都
市
部

や
大
手
を
含
む
多
く
の
事
業
者
で
も
、
そ
の

経
営
状
況
は
極
め
て
厳
し
い
も
の
と
な
っ
て

い
る
。
例
え
ば
、
国
土
交
通
省
﹃
地
域
公
共

交
通
の
活
性
化
・
再
生
へ
の
取
組
み
の
あ
り

方

－

報
告
書
﹄
で
は
保
有
車
両
30
両
以
上
の

乗
合
バ
ス
事
業
者
の
う
ち
民
営
で
67
％
、
公

営
で
は
す
べ
て
が
赤
字
経
営
で
あ
る
と
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
同
じ
資
料
で
地
方
鉄
軌
道

事
業
者
の
約
８
割
が
赤
字
で
あ
り
、
廃
止
路

線
は
近
年
も
増
加
し
て
い
る（

２
）

と
報
告
さ
れ
て

い
る
。

こ
う
し
た
厳
し
い
経
営
状
況
の
背
景
に
は

公
共
交
通
利
用
者
の
減
少
に
よ
る
収
入
減
少

が
あ
る
。
収
入
が
減
少
し
て
も
公
共
交
通
を

維
持
し
て
い
く
た
め
に
コ
ス
ト
削
減
が
行
わ

れ
、
そ
の
た
め
に
サ
ー
ビ
ス
水
準
も
低
下
す

る
。
サ
ー
ビ
ス
水
準
の
低
下
は
一
層
の
利
用

者
減
少
・
収
入
減
少
と
な
り
、
さ
ら
に
経
営

を
圧
迫
す
る
。
多
く
の
事
業
者
が
こ
う
し
た

出
口
の
見
え
な
い
「
負
の
ス
パ
イ
ラ
ル
」
状

況
に
陥
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
究
極
の
コ
ス

ト
削
減
策
と
し
て
、
廃
線
が
選
択
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
。
こ
の
状
況
を
そ
の
ま
ま
放
置
し

て
お
く
と
、
公
共
交
通
は
衰
退
し
消
滅
し
て

い
く
恐
れ
が
あ
る
。

公
共
交
通
の
利
用
者
減
少
の
背
景
に
は
、

周
知
の
よ
う
に
人
口
構
造
の
変
化
（
少
子
高

齢
化
・
人
口
減
少
）
や
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
の
進
行
（
自
動
車
の
普
及
に
よ
る
自
動
車

を
多
用
す
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
拡
大
・
自

動
車
利
用
を
前
提
と
し
た
拡
散
型
都
市
構
造

の
進
展
）
が
あ
る
。

負
の
ス
パ
イ
ラ
ル
状
況
に
対
し
て
事
業
者

は
コ
ス
ト
削
減
以
外
の
方
策
を
見
い
だ
せ
な

い
こ
と
が
多
い
。
資
金
と
人
材
が
枯
渇
し
て

い
る
た
め
に
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
し
、

利
用
促
進
や
新
規
需
要
獲
得
を
行
う
こ
と
が

困
難
な
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
事
業
者
間
で

は
減
少
す
る
公
共
交
通
利
用
者
を
争
奪
す
る

ラ
イ
バ
ル
意
識
か
ら
抜
け
出
す
こ
と
が
で
き

ず
、
相
互
に
連
携
す
る
こ
と
で
利
用
者
の
拡

大
を
図
る
こ
と
も
で
き
な
い
こ
と
が
多
い
。

公
共
交
通
の
衰
退
状
況
に
対
し
て
、
行
政

で
は
「
地
域
公
共
交
通
の
活
性
化
及
び
再
生

公共交通再生への道筋
－公共交通の再生とまちづくり－

神戸国際大学
経済学部都市環境・観光学科　教授

土井　勉
Tsutomu DOI
専門分野：都市政策論・公共交通再生とまちづくり・都市の魅力研究　
名古屋大学大学院工学研究科修士課程修了。京都市役所、阪急電鉄株式会社に勤務、
主に都市計画やまちづくりに関わる事業やコンサルティングを担当。２００４年から
現職。京都大学博士（工学）、技術士（建設部門）。土木学会フェロー会員。日本都市
計画学会、交通工学研究会などに所属。近著に『ビジョンとドリームのまちづくり－
まちと交通再生のための都市政策－』（神戸新聞総合出版センター）。

公共交通の活性化と再生が急がれている。
本格化する少子・超高齢社会に対応するには、公共交通の充実が不可欠だ。
低密度に拡散した都市からコンパクトで機能的な市街地形成へ――
新しい都市政策の成否は、公共交通の整備が鍵となる。
まちづくりの視点から公共交通再生を考える。

基調報告 27

撮影◉織本知之
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に
関
す
る
法
律
」（
２
０
０
７
年
10
月
施
行
）

と
そ
れ
に
基
づ
く
「
地
域
公
共
交
通
総
合
連

携
計
画
」
の
策
定
や
「
地
域
公
共
交
通
活
性

化
・
再
生
総
合
事
業
」
を
創
設
す
る
な
ど
、

支
援
の
仕
組
み
が
急
速
に
整
え
ら
れ
つ
つ
あ

る
。
こ
れ
ら
の
仕
組
み
で
は
市
町
村
が
「
地

域
公
共
交
通
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
」
と
な
っ

て
総
合
的
な
地
域
公
共
交
通
計
画
策
定
の
中

心
的
役
割
を
果
た
す
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
全
国
の
市
町
村
の
公

共
交
通
再
生
に
取
り
組
む
状
況
を
見
る
と
、

２
０
０
７
年
度
の
一
般
会
計
予
算
額
に
占
め

る
公
共
交
通
予
算
は
平
均
で
０
・
68
％（

３
）

に
過

ぎ
な
い
。
ま
た
、
86
％
の
市
町
村
で
は
公
共

交
通
に
関
す
る
専
任
者
は
い
な
い
。
さ
ら
に

兼
務
者
を
含
め
て
も
41
％
の
市
町
村
で
担
当

者
が
1
名
以
下（

４
）

で
あ
る
と
い
う
状
況
で
あ
り
、

市
町
村
は
予
算
も
人
材
も
極
め
て
乏
し
い
現

状
に
あ
る
。

公
共
交
通
の
利
用
者
で
あ
る
地
域
住
民

（
こ
こ
で
は
居
住
者
だ
け
で
な
く
、
企
業
、
商

業
者
等
を
含
め
た
地
域
に
関
連
す
る
人
々
を

言
う
）
は
、
高
齢
者
に
な
れ
ば
公
共
交
通
の

お
世
話
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
し
て

廃
線
に
な
れ
ば
危
機
感
を
共
有
で
き
る
場
合

も
あ
る
が
、
当
面
は
自
動
車
の
利
用
で
十
分

満
足
し
て
い
る
し
、
公
共
交
通
の
負
の
ス
パ

イ
ラ
ル
の
状
況
は
企
業
と
し
て
の
事
業
者
の

問
題
で
あ
り
、
自
分
と
関
係
が
あ
る
と
い
う

意
識
は
乏
し
い
。

こ
う
し
た
状
況
が
続
け
ば
公
共
交
通
の
衰

退
は
一
層
加
速
さ
れ
る
。

２
．�

公
共
交
通
が

地
域
社
会
に
提
供
す
る
価
値

公
共
交
通
の
再
生
を
目
指
す
た
め
に
は
、

公
共
交
通
が
地
域
社
会
に
提
供
す
る
価
値
を

確
認
し
明
示
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
こ

こ
で
バ
ス
と
鉄
道
に
よ
っ
て
価
値
項
目
の
軽

重
は
異
な
る
が
、
お
お
む
ね
表
1
に
示
す
よ

う
な
も
の
が
考
え
ら
れ
る
。

交
通
弱
者
の
利
用
が
容
易
で
あ
る
点
な

ど
、
誰
も
が
利
用
で
き
る
と
い
う
交
通
手
段

と
し
て
の
価
値
だ
け
で
な
く
、
温
室
効
果
ガ

ス
の
排
出
量
が
少
な
い
こ
と
に
よ
る
地
球
環

境
へ
の
寄
与
や
、
地
域
に
お
け
る
生
活
の
安

全
・
安
心
を
支
え
る
地
域
環
境
の
保
全
価

基調報告 27

1 誰でも利用可能な移動手段
2 高齢者・免許を持たない人たちの移動保障
3 自動車交通負荷の軽減

4 地球環境問題への寄与
5 地域環境保全
6 豊かな公共領域形成

7 中心市街地の活性化
8 観光振興
9 景観をはじめとする文化形成

10 軸線を形成することによる都市構造形成
11 沿線地域の価値向上
12 人口定住促進

公共交通の価値

交通価値

環境価値

地域活性化価値

都市形成価値

表 1　公共交通が地域社会に提供する価値

既存インフラを活用し日本初の本格的LRTとして生まれ変わった富山ライトレール。
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値
、
多
様
な
人
た
ち
が
自
由
に
交
流
で
き
る

空
間
と
し
て
の
駅
な
ど
豊
か
な
公
共
領
域（

５
）

を

形
成
す
る
な
ど
の
環
境
価
値
、
さ
ら
に
中
心

市
街
地
活
性
化
、
観
光
振
興
、
ま
た
Ｌ
Ｒ
Ｔ

な
ど
に
代
表
さ
れ
る
存
在
そ
の
も
の
が
景
観

を
形
成
す
る
こ
と
や
、
駅
な
ど
を
中
心
と
し

て
文
化
的
な
蓄
積
が
で
き
る
地
域
活
性
化
価

値
、
そ
し
て
公
共
交
通
が
あ
る
こ
と
で
都
市

の
骨
格
が
で
き
、
沿
線
の
地
価
を
は
じ
め
と

す
る
価
値
向
上
や
人
口
定
住
を
促
進
す
る
と

い
う
、
都
市
形
成
価
値
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
も

の
が
あ
る
。

こ
れ
ら
の
多
様
な
価
値
こ
そ
が
、
ま
ち
に

住
み
活
動
す
る
多
様
な
人
々
の
移
動
を
支

え
、
ま
ち
の
魅
力
や
文
化
な
ど
を
支
え
て
い

る
の
で
あ
る
。
ま
さ
に
公
共
交
通
は
ま
ち
の

魅
力
を
支
え
、
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
社

会
資
本
な
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
多
様
で
他

に
代
え
難
い
価
値
を
公
共
交
通
が
地
域
社
会

に
提
供
し
て
い
る
こ
と
を
、
公
共
交
通
の
再

生
を
担
当
す
る
行
政
部
局
等
で
は
、
首
長
や

財
政
部
局
や
地
域
住
民
な
ど
に
分
か
り
や
す

く
伝
え
る
と
と
も
に
、
当
該
地
域
で
こ
の
価

値
を
よ
り
具
体
的
な
デ
ー
タ
等
で
示
す
こ
と

に
よ
り
、
公
共
交
通
再
生
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス

の
形
成
が
期
待
さ
れ
る
。

３
．�

総
合
交
通
政
策
と
都
市
構
造
の�

コ
ン
パ
ク
ト
化

公
共
交
通
再
生
を
推
進
す
る
た
め
に
は
、

分
か
り
や
す
い
情
報
の
提
供
や
よ
り
使
い
や

す
い
サ
ー
ビ
ス
の
供
給
な
ど
、
創
意
工
夫
に

よ
る
再
生
策
を
徹
底
的
に
考
え
、
実
施
す
る

こ
と
が
ま
ず
は
重
要
で
あ
る
。
そ
れ
と
と
も

に
自
動
車
交
通
へ
の
対
応
を
含
め
た
総
合
交

通
政
策
や
、
拡
散
型
の
都
市
構
造
の
再
編
な

ど
都
市
の
ビ
ジ
ョ
ン
と
関
係
づ
け
た
政
策
が

必
要
と
な
る
。

（
1
）
総
合
交
通
政
策

公
共
交
通
の
再
生
を
図
る
場
合
に
、
自
動

車
の
通
行
を
今
以
上
と
し
た
の
で
は
、
目
標

の
達
成
は
困
難
で
あ
る
こ
と
は
容
易
に
理
解

で
き
る
。
人
も
空
間
も
有
限
で
あ
り
、
自
動

車
と
公
共
交
通
の
バ
ラ
ン
ス
を
い
か
に
と
る

か
が
重
要
と
な
る
。
そ
れ
が
総
合
交
通
政
策

で
あ
る
。

「
政
策
」
と
は
限
ら
れ
た

予
算
と
人
材
と
時
間
と
空
間

を
、
政
策
目
標
に
応
じ
て
優

先
順
位
を
定
め
て
配
置
す
る

こ
と
で
あ
る
。
従
っ
て
、
総

合
交
通
政
策
の
一
環
と
し
て

公
共
交
通
再
生
に
取
り
組
む

た
め
に
は
、
自
動
車
の
都
市

内
流
入
制
限
や
駐
車
規
制
等

の
施
策
と
公
共
交
通
の
利
用

性
向
上
策
を
セ
ッ
ト
に
す
る

こ
と
で
、
効
果
的
に
政
策
を

推
進
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

あ
る
い
は
都
心
部
で
は
、
歩

行
者＞

自
転
車＞

公
共
交
通

＞

自
動
車
と
い
う
よ
う
に
、

施
策
実
施
の
優
先
順
位
づ
け

を
明
確
に
す
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
る
。こ
う
し
た
総
合
交
通
政
策
の
策
定

に
よ
り
、
市
町
村
で
課
題
と
な
っ
て
い
る
予

算
や
人
材
の
不
足
問
題
も
大
き
く
前
進
す
る

こ
と
が
期
待
で
き
る
。

（
２
）
都
市
構
造
の
コ
ン
パ
ク
ト
化

総
合
交
通
政
策
を
さ
ら
に
推
進
す
る
た
め

に
は
、
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
拡

散
し
た
都
市
構
造
か
ら
、
中
心
市
街
地
を
核

と
し
て
人
口
と
諸
施
設
の
集
約
化
を
図
る
コ

ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
が
指
向
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
。
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
は
中
心
市
街
地
の

活
性
化
や
再
生
を
意
図
し
て
、
近
年
多
く
の

都
市
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
都
市
政
策
で
あ

る
。

例
え
ば
、
富
山
市
で
は
現
在
の
拡
散
型
の

都
市
構
造
で
は
、
自
動
車
が
自
由
に
使
え
な

い
人
々
に
と
っ
て
極
め
て
生
活
し
づ
ら
い
ま

ち
で
あ
り
、
割
高
な
都
市
管
理
コ
ス
ト
や
中

心
市
街
地
の
空
洞
化
に
よ
る
都
市
全
体
の
活

力
低
下
と
魅
力
の
喪
失
な
ど
が
懸
念
さ
れ
て

い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
「
串
」
に
あ
た
る
公

共
交
通
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
よ
り
「
お
団
子
」

に
あ
た
る
地
域
の
拠
点
へ
の
施
設
立
地
を
促

進
す
る
と
い
う
「
お
団
子
と
串
」
型
の
コ
ン

パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
が
、「
公
共
交
通
の
利

便
性
の
向
上
」「
賑
わ
い
拠
点
の
創
出
」「
ま
ち

な
か
居
住
の
推
進
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
施
策

群
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る（

６
）

。

富
山
市
の
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
の

運行頻度の高さ、低床車両の導入、使い勝手
のよい電停、フィーダーバスの運行──「高
品質の公共交通」の利用者は順調に増加して
いる。
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特
徴
は
、
公
共
交
通
の
利
便
性
向
上
策
を

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
位
置
づ
け
、

我
が
国
初
の
本
格
的
な
Ｌ
Ｒ
Ｔ
と
し
て
有
名

に
な
っ
た
富
山
ラ
イ
ト
レ
ー
ル
の
導
入
に
続

き
、
市
内
電
車
の
環
状
線
化
事
業
を
推
進
し

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
公
共
交
通
の
充
実
は

誰
も
が
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
、
利
用
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
従
っ
て
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち

づ
く
り
の
進
捗
の
効
果
が
、「
串
」
の
充
実
に

よ
り
市
民
に
と
っ
て
わ
か
り
や
す
い
も
の
と

な
る
。
も
ち
ろ
ん
、
公
共
交
通
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
に
よ
り
利
用
者
も
増
加
し
て
い
る
。
郊

外
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
に
自
動
車
で

買
い
物
に
出
か
け
て
い
た
人
た
ち
が
、
公
共

交
通
利
用
に
転
換
す
る
こ
と
で
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
先
も
中
心
市
街
地
の
公
共
交
通
沿
線
の
商

業
施
設
に
変
化
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い

る
。
公
共
交
通
の
利
用
者
の
増
加
が
ま
ち
の

賑
わ
い
に
も
寄
与
す
る
こ
と
に
な
る
。「
串
」

の
充
実
は
土
地
利
用
の
転
換
や
居
住
地
立
地

な
ど「
お
団
子
」の
充
実
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。

こ
う
し
た
都
市
構
造
形
成
に
関
し
て
行
政

の
リ
ー
ダ
シ
ッ
プ
が
明
確
に
な
る
と
、
交
通

政
策
だ
け
で
は
な
く
住
宅
政
策
、
福
祉
政
策
、

産
業
政
策
、
文
化
政
策
な
ど
多
く
の
政
策
も

一
斉
に
方
向
づ
け
が
で
き
る
こ
と
か
ら
、
よ

り
持
続
的
で
効
果
的
な
施
策
展
開
が
可
能
と

な
る
。

４
．�

ま
ち
づ
く
り
の
視
点
│
│

「
わ
か
っ
ち
ゃ
い
る
け
ど
」か
ら
の
脱
却

行
政
を
中
心
に
し
た
総
合
交
通
政
策
や
コ

ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
展
開
が
、
よ
り
充
実
し

た
も
の
と
な
る
た
め
に
は
地
域
の
住
民
の
支

援
が
重
要
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
住
民
の
多
く

は
公
共
交
通
の
重
要
性
や
価
値
を
知
っ
て

い
る
。
だ
か
ら
廃
線
に
な
れ
ば
さ
ま
ざ
ま
な

愛
着
や
反
応
が
出
て
く
る
の
で
あ
る
。
し
か

し
、「
わ
か
っ
ち
ゃ
い
る
け
ど
」
公
共
交
通
を

利
用
す
る
ま
で
に
は
至
ら
な
い
こ
と
が
多
い
。

そ
れ
を
「
わ
か
っ
て
い
る
の
で
行
動
す
る
」

に
変
わ
る
き
っ
か
け
と
な
る
も
の
が
、
近
年

各
地
で
多
く
取
り
組
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

モ
ビ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
Ｍ
Ｍ※

）
で
あ

る
。
Ｍ
Ｍ
と
ま
ち
づ
く
り
を
適
切
に
組
み
合

わ
せ
る
こ
と
で
、
公
共
交
通
へ
の
再
認
識
と

利
用
促
進
を
図
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

住
民
主
体
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
活
動
は

「
住
民
が
自
律
的
継
続
的
に
取
り
組
む
環
境

改
善
活
動
」
と
定
義
で
き
る
。
そ
し
て
地
域

の
課
題
に
つ
い
て
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど

の
開
催
に
よ
っ
て
住
民
が
自
由
に
意
見
交
換

を
す
る
こ
と
で
、
ま
ち
づ
く
り
へ
の
取
り
組

み
が
行
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
ま
ち
づ
く
り
活

動
と
Ｍ
Ｍ
が
連
携
し
て
環
境
問
題
や
高
齢
者

の
交
通
問
題
、
過
度
な
自
動
車
利
用
か
ら
の

転
換
、
公
共
交
通
の
情
報
提
供
や
利
用
促
進

な
ど
の
地
域
課
題
の
解
決
を
目
指
す
方
策
と

し
て
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
。
具
体
的
に

は
住
民
・
行
政
・
事
業
者
が
協
力
し
て
、
公

共
交
通
の
利
用
促
進
の
た
め
の
情
報
提
供

ツ
ー
ル
で
あ
る
「
お
出
か
け
マ
ッ
プ
」
な
ど

を
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
場
で
作
成
し
、
こ
れ

を
用
い
た
Ｍ
Ｍ
を
行
う
こ
と
に
よ
り
自
動
車

か
ら
の
転
換
な
ど
で
新
た
な
公
共
交
通
利
用

者
の
獲
得
が
可
能
と
な
る（

７
）

。

た
だ
、
こ
う
し
た
場
が
有
効
に
機
能
す
る

た
め
に
は
、
公
共
交
通
を
利
用
す
る
必
要
が

あ
る
免
許
を
持
た
な
い
人
た
ち
や
送
迎
を
す

る
主
婦
層
、
そ
し
て
高
齢
者
な
ど
い
わ
ば
公

共
交
通
利
用
に
関
し
て
地
域
の
役
者
が
揃
っ

た
状
況
で
あ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
ま
た
、

こ
う
し
た
場
で
は
事
業
者
が
提
供
し
て
き
た

こ
れ
ま
で
の
サ
ー
ビ
ス
の
問
題
点
が
指
摘
さ

れ
る
こ
と
も
多
い
。
こ
こ
で
事
業
者
は
従
来

型
の
、
苦
情
や
要
望
へ
の
紋
切
り
型
の
対
応

で
は
な
く
、
む
し
ろ
住
民
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図
る
場
と
し
て
、
実
現
が
可
能
な

こ
と
、
簡
単
な
こ
と
で
も
よ
い
か
ら
前
向
き

に
取
り
組
む
姿
勢
を
示
す
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
こ
う
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通

し
て
、
地
域
と
事
業
者
と
の
信
頼
関
係
が
醸

成
さ
れ
マ
イ
レ
ー
ル
意
識
や
マ
イ
バ
ス
意
識

が
喚
起
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。 

最
後
に

本
年
４
月
か
ら
の
道
路
特
会
の
税
率
変
更

に
伴
い
ガ
ソ
リ
ン
価
格
は
乱
高
下
し
た
。
そ

の
後
の
原
油
価
格
高
騰
に
よ
り
自
動
車
交
通

量
は
減
少
傾
向
に
あ
る
。
こ
こ
で
減
少
し
た

交
通
の
受
け
皿
と
し
て
、
公
共
交
通
に
期
待

さ
れ
る
役
割
は
大
き
い
。
時
代
は
公
共
交
通

に
対
し
て
追
い
風
と
な
り
つ
つ
あ
る
。
こ
う

し
た
潮
流
の
変
化
を
見
逃
さ
ず
、
地
域
の
人

た
ち
と
一
緒
に
な
っ
た
公
共
交
通
の
再
生
・

活
性
化
の
推
進
が
期
待
さ
れ
る
。
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富
山
市
長

森 

雅
志

M
asashi M

O
R

I
富
山
市
の
公
共
交
通
政
策
が
注
目
を
集
め
て
い
る
。

富
山
市
は
、
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
進
展
と
郊
外
へ
の
住
宅
開
発
な
ど
に
伴
い
、

県
庁
所
在
都
市
の
中
で
は
最
も
低
密
度
な
市
街
地
と
な
っ
て
お
り
、
自
動
車
交
通
へ
の

依
存
度
は
全
国
の
中
核
都
市
圏
の
中
で
も
最
も
高
い
。

「
公
共
交
通
を
軸
と
し
た
拠
点
集
中
型
の
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
」
は
、

今
後
の
人
口
減
少
と
超
高
齢
化
に
備
え
る
総
合
都
市
政
策
だ
。

公
共
交
通
軸
を
確
立
し
、
車
に
依
存
し
な
く
て
も
都
市
サ
ー
ビ
ス
を
享
受
で
き
る

利
便
性
の
高
い
ま
ち
の
形
成
を
目
指
す
。

交
通
事
業
者
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
、
市
民
の
理
解
と
信
頼
の
獲
得
、
財
源
確
保
と
、

都
市
経
営
に
辣
腕
を
振
る
う
森
雅
志
市
長
に
そ
の
理
念
を
う
か
が
っ
た
。

公
共
交
通
を
活
か
し
た

コ
ン
パ
ク
ト
な

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
。

市長インタビュー

文
◉
茶
木　

環（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）　

撮
影
◉
織
本
知
之

［車がなくても暮らしやすいコンパクトなまちづくり］
富山市のまちづくり政策と富山地方鉄道
特集
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市
民
の
生
活
を
変
え
る
ま
ち
づ
く
り
構
想

―
―

公
共
交
通
を
基
軸
に
し
た
ま
ち
づ
く
り

の
発
想
は
ど
の
よ
う
に
生
ま
れ
た
の
で
す
か
。

森　

少
子
高
齢
化
の
進
展
に
伴
っ
て
自
動
車

を
自
由
に
使
え
な
い
市
民
が
増
え
て
き
ま
し

た
。
市
街
地
の
外
延
化
に
よ
り
都
市
管
理
コ

ス
ト
が
割
高
に
な
っ
て
い
き
、
中
心
街
の
空

洞
化
が
進
ん
で
都
市
全
体
の
活
力
も
低
下
し

て
き
て
い
ま
す
。
自
動
車
利
用
を
前
提
と
し
た

ま
ち
づ
く
り
は
限
界
に
達
し
つ
つ
あ
り
、
今
こ

こ
で
公
共
交
通
の
衰
退
を
食
い
止
め
、
再
生

さ
せ
な
い
と
、
将
来
か
な
り
大
き
な
問
題
に
直

面
す
る
。
富
山
市
の
20
年
後
、
30
年
後
を
見

据
え
た
ら
ま
ず
公
共
交
通
の
質
を
高
め
て
い
か

な
け
れ
ば
、
と
い
う
発
想
で
す
。

そ
も
そ
も
の
出
発
点
と
し
て
は
、
富
山
市
に

は
恵
ま
れ
た
鉄
軌
道
資
産
が
残
っ
て
い
た
こ
と

が
大
き
い
で
し
ょ
う
。
鉄
道
も
軌
道
も
バ
ス
路

線
も
す
べ
て
富
山
駅
に
結
節
し
、
そ
こ
か
ら

放
射
線
状
に
延
び
て
い
る
。
こ
の
鉄
軌
道
や

バ
ス
路
線
の
質
を
高
め
る
作
業
と
、
中
心
部

に
公
共
施
設
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
へ
の
投
資

を
同
時
に
行
い
、
郊
外
に
住
ん
で
い
る
人
も

中
心
市
街
地
に
来
や
す
い
、

施
設
を
使
い
や
す
い
、
そ

う
い
う
都
市
構
造
に
少
し

ず
つ
変
え
て
い
く
と
い
う
の

が
富
山
市
の
基
本
コ
ン
セ

プ
ト
で
す
。「
脱
車
社
会
」

で
は
な
く
、
車
も
使
う
け

れ
ど
公
共
交
通
も
使
う
、

そ
う
い
う
暮
ら
し
方
が
で

き
る
ま
ち
で
す
ね
。

―
―

「
公
共
交
通
網
の
機

能
再
生
」
と
い
う
こ
と
で

し
ょ
う
か
。

森　

そ
う
で
す
。モ
ー
タ
リ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
進
展
で
、

市
民
の
暮
ら
し
は
中
心
部

か
ら
郊
外
に
シ
フ
ト
し
、

そ
れ
に
伴
っ
て
公
共
交

通
が
だ
ん
だ
ん
衰
退
し
て

い
っ
た
。
衰
退
し
て
い
く

過
程
と
い
う
の
は
「
乗
ら

な
い
か
ら
運
行
本
数
を
間
引
く
」「
不
便
だ
か

ら
乗
ら
な
い
」「
さ
ら
に
間
引
く
」、
つ
ま
り
負

の
ス
パ
イ
ラ
ル
に
陥
っ
て
い
る
状
態
で
す
。

Ｊ
Ｒ
富
山
港
線
を
Ｌ
Ｒ
Ｔ
化
し
、
平
成
18

年
に
開
業
し
た
富
山
ラ
イ
ト
レ
ー
ル
は
、
思
い

切
っ
て
先
行
投
資
を
し
て
、
負
の
ス
パ
イ
ラ
ル

に
陥
っ
て
い
た
も
の
を
正
の
ス
パ
イ
ラ
ル
に
変

え
る
取
り
組
み
で
し
た
。
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
高

機
能
の
最
新
車
両
を
導
入
し
、
電
停
も
デ
ザ

イ
ン
性
の
高
い
魅
力
あ
る
も
の
に
す
る
。
運
行

頻
度
を
上
げ
る
。
最
初
か
ら
使
い
や
す
い
、
質

の
高
い
公
共
交
通
と
し
て
整
備
し
た
の
で
す
。

結
果
、
利
用
者
が
戻
っ
て
き
た
。
い
ち
ば

ん
の
要
因
は
、
運
行
頻
度
で
す
。
Ｊ
Ｒ
時
代

は
１
時
間
に
１
本
だ
っ
た
運
行
を
15
分
間
隔

に
し
、
朝
の
ラ
ッ
シ
ュ
時
は
10
分
間
隔
、
終

電
も
そ
れ
ま
で
は
9
時
過
ぎ
だ
っ
た
の
を
11
時

台
ま
で
延
長
し
た
。
終
電
は
酔
客
で
い
っ
ぱ

い
で
す
。
以
前
な
ら
タ
ク
シ
ー
で
帰
る
し
か
な

か
っ
た
か
ら
余
計
な
出
費
を
抑
え
る
こ
と
が
で

き
る
し
、
２
０
０
円
で
済
む
か
ら
終
電
に
乗
っ

て
帰
ろ
う
と
帰
宅
が
早
く
な
る
。
ど
ち
ら
に
し

て
も
奥
さ
ん
孝
行
が
で
き
ま
す
（
笑
）。
休
日

に
買
い
物
を
す
る
時
は
車
で
出
か
け
、
映
画

や
コ
ン
サ
ー
ト
に
出
か
け
る
時
は
ラ
イ
ト
レ
ー

ル
を
使
う
。
そ
ん
な
交
通
手
段
の
使
い
分
け
も

顕
著
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
嬉
し
い
の
は
、
今

ま
で
あ
ま
り
外
出
し
な
か
っ
た
中
高
年
の
人

た
ち
が
、
外
出
を
楽
し
む
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
。

バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
ラ
イ
ト
レ
ー
ル
に
は
、
高
齢

者
の
方
が
た
く
さ
ん
乗
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
。
活
動
的
な
生
活
を
送
る
こ
と
は
、
健
康

づ
く
り
に
役
立
つ
。
元
気
な
高
齢
者
づ
く
り

に
も
つ
な
が
る
。
福
祉
的
な
意
味
に
お
い
て
も
、

大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

単
な
る
移
動
手
段
で
し
か
な
か
っ
た
公
共

交
通
の
存
在
が
、
沿
線
に
住
ん
で
い
る
人
た

ち
の
暮
ら
し
方
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
影
響
を

与
え
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
公
共
交
通
を
軸

と
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
効
果
で
す
ね
。

―
―

富
山
市
の
よ
う
に
最
初
に
大
き
な
投
資

を
し
て
、
大
き
な
効
果
を
生
み
出
す
手
法
は

画
期
的
だ
と
思
う
の
で
す
が
。

森　

Ｊ
Ｒ
富
山
港
線
は
、
沿
線
の
人
口
は
ほ

ぼ
横
ば
い
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
利
用
者
が

減
り
続
け
、
Ｊ
Ｒ
側
か
ら
は
平
成
11
年
ぐ
ら

い
か
ら
廃
線
の
意
向
が
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

富
山
市
と
し
て
は
「
困
る
」
と
言
い
続
け
て

き
た
わ
け
で
す
が
、
平
成
14
年
に
北
陸
新
幹

線
の
工
事
と
併
せ
て
富
山
駅
の
連
続
立
体
交

差
事
業
が
決
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
ス
ペ
ー
ス
が

狭
隘
で
、
北
陸
本
線
な
ど
他
の
在
来
線
と
同

様
、
富
山
港
線
も
含
め
て
高
架
化
す
る
と
、

多
額
の
事
業
費
が
必
要
に
な
る
。
富
山
港
線

の
高
架
化
を
止
め
れ
ば
、
富
山
港
線
の
１
線

２
面
分
の
ス
ペ
ー
ス
が
空
き
、
総
事
業
費
を

抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

富
山
港
線
を
路
面
電
車
化
す
る
事
業
に
つ

い
て
は
、
総
事
業
費
58
億
円
の
う
ち
、
富
山

港
線
の
移
転
補
償
的
な
意
味
合
い
で
連
続
立

体
交
差
事
業
の
負
担
金
33
億
円
や
国
交
省
の

補
助
金
な
ど
多
様
な
財
源
を
活
用
し
て
市
の

負
担
軽
減
を
図
り
ま
し
た
。
非
常
に
恵
ま
れ

た
財
源
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
思

い
切
っ
た
計
画
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
た
の

だ
と
も
言
え
ま
す
。

雄大な北アルプス立山連峰を望む富山市（写真提供：富山地方鉄道株式会社）。
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行
政
と
し
て
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
る

―
―

計
画
進
捗
に
は
市
民
の
理
解
の
度
合
い

が
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
ま
す
ね
。

森　

え
え
。
そ
し
て
そ
れ
は
市
民
に
熱
意
を

持
っ
て
説
明
し
、
理
解
を
求
め
る
と
い
う
こ
と

に
尽
き
る
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
30
年
後
ぐ
ら

い
の
社
会
を
考
え
る
と
、
３
人
に
1
人
が
高

齢
者
と
な
り
、
配
偶
者
を
失
っ
た
高
齢
者
の

単
独
世
帯
が
急
増
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま

す
。
若
い
時
に
郊
外
の
住
宅
を
購
入
し
、
や

が
て
年
を
と
っ
て
ひ
と
り
暮
ら
し
に
な
り
、
車

が
自
由
に
使
え
な
く
な
る
。
そ
う
い
う
人
た
ち

が
、
あ
る
時
か
ら
加
速
度
的
に
増
え
て
い
く
。

だ
か
ら
、
今
か
ら
そ
の
時
代
を
見
据
え
て
公

共
交
通
に
投
資
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
だ

と
い
う
こ
と
を
、
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
や
講

演
な
ど
で
説
明
し
て
い
ま
す
。

―
―

反
対
意
見
も
あ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

森　

市
町
村
合
併
直
後
の
頃
は
、
中
山
間
地

の
人
た
ち
か
ら「
ラ
イ
ト
レ
ー
ル
に
58
億
も
使
っ

た
ら
、
自
分
た
ち
の
と
こ
ろ
は
ど
う
な
る
ん
だ
」

と
い
う
意
見
が
当
然
あ
り
ま
し
た
。
そ
う
し
た

意
見
に
は
、
富
山
市
が
や
ろ
う
と
し
て
い
る
の

は
ラ
イ
ト
レ
ー
ル
だ
け
で
は
な
い
、
市
域
全
体

の
公
共
交
通
の
質
を
高
め
て
い
く
の
だ
と
、
き

ち
ん
と
説
明
す
る
。
だ
れ
に
と
っ
て
も
使
い
や

す
い
公
共
交
通
網
を
整
備
し
て
い
く
の
だ
と
い

う
将
来
構
想
を
説
明
す
れ
ば
「
順
番
に
や
っ

て
い
く
ん
だ
な
。
自
分
た
ち
に
と
っ
て
も
使
い

や
す
い
も
の
が
で
き
る
ん
だ
な
」
と
ご
理
解
い

た
だ
け
ま
す
。

す
で
に
実
施
し
て
い
る
施
策
の
１
つ
に
「
お

で
か
け
定
期
券
」
が
あ
り
ま
す
。
65
歳
以
上

の
高
齢
者
に
限
り
、
市
域
全
域
ど
こ
か
ら
で

も
、
中
心
市
街
地
へ
出
か
け
る
時
の
バ
ス
料
金

が
１
０
０
円
に
な
る
と
い
う
制
度
で
す
。
帰
り

も
、
中
心
市
街
地
か
ら
乗
れ
ば
同
じ
。
普
通

な
ら
片
道
１
０
０
０
円
以
上
か
か
る
よ
う
な
市

域
か
ら
で
も
往
復
２
０
０
円
で
行
き
来
で
き

ま
す
。
こ
れ
が
す
ご
い
人
気
で
、
中
山
間
地
や

郊
外
の
人
に
大
変
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。
自
分

た
ち
に
も
こ
の
構
想
の
い
ろ
い
ろ
な
取
り
組
み

が
少
し
ず
つ
及
ん
で
き
た―

―

だ
か
ら
、
市
内

の
一
部
の
地
域
の
鉄
軌
道
の
整
備
に
つ
い
て

集
中
し
て
公
費
を
投
入
す
る
こ
と
に
つ
い
て
も
、

理
解
し
て
い
た
だ
け
る
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。

―
―

市
民
の
生
活
に
密
着
し
た
細
や
か
な
視

点
を
持
っ
て
進
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
ね
。

森　

僕
だ
っ
て
市
民
で
す
か
ら
（
笑
）。
そ
こ

が
ポ
イ
ン
ト
で
、
市
民
の
声
を
ど
ん
ど
ん
聞
く

と
い
う
の
は
そ
の
通
り
で
す
。
で
も
、
す
べ
て

の
市
民
の
声
が
正
し
い
わ
け
で
は
な
い
し
、
立

場
が
違
え
ば
求
め
る
も
の
も
違
う
。
例
え
ば
、

バ
ス
の
乗
り
継
ぎ
を
よ
く
す
る
た
め
に
バ
ス
停

を
移
動
し
よ
う
と
す
る
と
、
以
前
よ
り
バ
ス
停

が
遠
く
な
る
人
が
必
ず
出
て
き
ま
す
。
だ
か
ら

と
い
っ
て
何
も
し
な
い
の
は
全
員
に
と
っ
て
不

利
益
。
絶
対
公
約
数
的
に
考
え
て
、
そ
の
方

が
効
果
的
で
あ
り
効
率
的
で
あ
る
と
し
た
ら
、

や
は
り
行
政
は
き
ち
ん
と
自
ら
の
判
断
と
責

任
に
お
い
て
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す
べ
き

だ
と
思
い
ま
す
。

―
―

Ｊ
Ｒ
高
山
本
線
の
活
性
化
社
会
実
験
も

進
め
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
。

森　

高
山
本
線
は
、
合
併
前
の
旧
５
市
町
村

を
結
ぶ
富
山
市
の
南
北
交
通
軸
で
す
が
、
利

用
者
の
減
少
で
減
便
が
続
い
て
い
ま
す
。
負

の
ス
パ
イ
ラ
ル
で
す
ね
。
富
山
ラ
イ
ト
レ
ー
ル

に
続
く
第
２
の
鉄
道
活
性
化
事
業
と
し
て
、

市
が
年
間
１
億
５
０
０
０
万
円
を
負
担
し
、

平
成
18
年
か
ら
増
便
な
ど
の
社
会
実
験
を

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
取
り
組
み
で
前
年
度
の

利
用
実
績
を
上
回
っ
た
分
は
、
Ｊ
Ｒ
か
ら
市

に
返
済
し
て
も
ら
う
と
い
う
契
約
で
す
。
平
成

19
年
度
は
約
１
６
０
０
万
円
が
戻
っ
て
き
た

ん
で
す
よ
。
市
の
実
質
負
担
が
そ
れ
だ
け
減
る

わ
け
で
す
。
そ
れ
を
数
字
で
示
し
て
、
市
民
に

「
も
っ
と
乗
っ
て
く
だ
さ
い
。
そ
う
し
た
ら
市
の

負
担
も
減
っ
て
い
き
ま
す
」
と
呼
び
か
け
る
。

―
―

デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
が
謳
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
具
体
的
な
市
の
構
想
を
市
民
に
し
っ

か
り
見
せ
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

森　

そ
う
で
す
。
も
ち
ろ
ん
財
源
に
は
、
ま
ち

づ
く
り
交
付
金
や
合
併
特
例
債
な
ど
を
充
て

て
い
ま
す
。
し
か
し
こ
の
社
会
実
験
に
お
い
て

は
、
例
え
ば
１
億
５
０
０
０
万
円
か
け
て
新

し
い
駅
を
つ
く
り
ま
し
た
。
こ
の
駅
に
つ
い
て

は
「
３
年
間
の
実
験
で
１
日
に
１
４
０
人
の

利
用
実
績
」
と
い
う
目
標
が
あ
り
、
そ
れ
を

達
成
で
き
な
け
れ
ば
止
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
れ
だ
け
の
金
額
を
投
資
し
て
だ
れ
も
乗
ら
な

か
っ
た
ら
お
金
を
捨
て
る
話
で
し
ょ
う
。
高

山
本
線
沿
線
の
駅
は
Ｊ
Ｒ
西
日
本
の
所
有
物

で
す
。
そ
の
駅
舎
の
ト
イ
レ
の
水
洗
化
を
市
が

手
が
け
る
。
パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
に
必
要
な

駐
車
場
は
、
民
間
の
土
地
を
借
り
て
市
が
整

備
す
る
。「
民
間
事
業
の
施
設
に
市
が
公
費
を

入
れ
る
べ
き
か
」
と
考
え
た
ら
、
入
れ
る
べ
き

で
は
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
使
う

の
は
市
民
で
す
。「
公
共
交
通
を
活
性
化
さ
せ

る
」
と
い
う
大
き
な
公
益
の
た
め
に
は
、
市
が

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
当
然
で
す
し
、
目
標

も
達
成
で
き
る
と
信
じ
て
進
め
る
。
実
際
、
高

山
線
の
利
用
者
は
約
６
％
増
と
な
り
ま
し
た
。

富
山
市
の
30
年
後
を
見
据
え
た
計
画

―
―

こ
れ
か
ら
の
公
共
交
通
に
は
、
行
政
、

鉄
道
事
業
者
、
そ
れ
か
ら
市
民
、
そ
れ
ぞ
れ

に
責
任
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

日本初の本格的 LRT として注目を集める富山ライトレール。
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森　

全
く
そ
の
通
り
で
す
。
役
割
分
担
と
い

う
こ
と
で
す
ね
。
鉄
道
、
路
面
電
車
、
バ
ス
、

富
山
市
の
公
共
交
通
の
す
べ
て
を
富
山
地
方

鉄
道
（
地
鉄
）
１
社
が
経
営
し
て
い
る
こ
と
は
、

富
山
市
に
と
っ
て
好
条
件
で
し
た
。
市
の
公

共
交
通
施
策
に
則
っ
て
話
し
合
い
、
ス
ピ
ー

デ
ィ
に
方
向
性
を
打
ち
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

事
業
者
任
せ
で
も
行
政
頼
み
で
も
な
い
、
民

間
交
通
事
業
者
と
行
政
と
が
役
割
分
担
を
し

な
が
ら
市
民
の
た
め
に
質
の
い
い
交
通
シ
ス
テ

ム
を
提
供
し
て
い
く
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
は
非

常
に
大
事
な
こ
と
に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

市
民
も
そ
れ
に
応
え
て
く
れ
る
と
し
た
ら
、
車

一
辺
倒
の
暮
ら
し
方
か
ら
、
車
も
使
う
け
れ

ど
公
共
交
通
も
使
う
と
い
う
暮
ら
し
方
に
変

わ
っ
て
ほ
し
い
。

富
山
市
の
民
間
企
業
で
は
、
今
年
か
ら
環

境
問
題
に
対
応
す
る
「
チ
ー
ム
富
山
市
」
と

い
う
取
り
組
み
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
相
乗
り

運
動
を
実
施
し
た
り
、
ノ
ー
マ
イ
カ
ー
デ
ー
は

公
共
交
通
を
使
う
な
ど
し
て
Ｃ
Ｏ
２
を
削
減
し

よ
う
と
い
う
試
み
で
す
。
こ
れ
な
ど
は
、
企
業

の
役
割
分
担
と
言
え
る
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

―
―

行
政
が
先
行
し
、
全
市
的
な
取
り
組
み

が
生
ま
れ
て
い
る
と
い
う
印
象
を
受
け
ま
す
。

森　

去
年
、
中
心
市
街
地
の
再
開
発
ビ
ル
が

オ
ー
プ
ン
し
た
時
、
市
内
電
車
や
富
山
ラ
イ

ト
レ
ー
ル
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス
な
ど
の
公

共
交
通
を
費
用
は
市
が
負
担
し
て
３
日
間
無

料
に
し
た
の
で
す
が
、
市
内
電
車
の
利
用
者

が
11
・
５
倍
に
増
え
、
3
日
間
で
35
万
人
が

来
街
し
ま
し
た
。
こ
の
数
字
を
見
せ
て
、
中

心
市
街
の
商
業
者
に
「
1
カ
月
に
１
度
、
市

内
電
車
無
料
の
日
を
や
っ
て
み
な
さ
い
。
地

鉄
さ
ん
に
は
1
日
分
と
し
て
１
０
０
万
円
な
り

１
５
０
万
円
な
り
払
う
か
ら
や
っ
て
く
だ
さ
い

と
市
が
交
渉
し
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
」。
中
心
市

街
地
に
賑
わ
い
を
取
り
戻
す
に
は
ど
う
し
た
ら

い
い
の
か―

―

最
初
に
市
が
や
っ
て
見
せ
て
、

民
間
に
も
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
と
い
う
こ
と

で
す
ね
。

先
に
お
話
し
し
た
「
お
で
か
け
定
期
券
」
を

始
め
る
時
は
、
地
鉄
さ
ん
に
「
１
人
１
０
０

円
で
乗
せ
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
代
わ
り
、
富
山

市
が
１
カ
月
に
４
０
０
万
円
（
１
人
１
０
０

円
相
当
）
負
担
す
る
か
ら
３
カ
月
実
験
し
ま

し
ょ
う
」
と
お
願
い
し
ま
し
た
。
当
時
、
一
人

の
平
均
運
賃
が
５
０
０
円
以
上
で
、
そ
れ
を

２
０
０
円
に
す
る
の
は
地
鉄
さ
ん
と
し
て
も
相

当
な
決
断
が
必
要
だ
っ
た
ろ
う
と
は
思
い
ま

す
が
、
始
め
て
み
る
と
確
実
に
効
果
が
あ
り
、

３
カ
月
後
に
は
地
鉄
さ
ん
か
ら
続
け
た
い
旨
を

言
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

富
山
市
は
地
元
の
交
通
事
業
者
と
す
ば
ら

し
い
役
割
分
担
が
で
き
て
お
り
、
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
実
験

的
な
試
み
も
大
変
や
り
や
す
い
の
で
す
。

―
―

お
話
を
う
か
が
っ
て
い
ま
す
と
、
非
常
に

経
営
感
覚
を
持
ち
合
わ
せ
た
行
政
で
す
ね
。

森　

そ
う
で
す
ね
。
八
方
美
人
で
は
し
っ
か
り

と
し
た
都
市
経
営
は
で
き
な
い
の
で
、
期
待
を

し
て
い
た
だ
け
る
間
は
、
一
貫
し
た
姿
勢
で
ぶ

れ
ず
に
実
行
す
る
つ
も
り
で
す
。

い
つ
も
心
が
け
て
い
る
の
は
、
少
し
先
を
見

据
え
る
こ
と
。
20
～
30
年
後
の
人
た
ち
に
こ
う

し
て
あ
げ
る
、
と
い
う
明
確
な
目
標
を
持
つ
こ

と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。例
え
ば
学
校
も
橋
も
、

30
年
後
の
人
も
使
う
の
だ
か
ら
、
借
金
を
し

て
つ
く
り
、
今
の
人
も
30
年
後
の
人
も
同
じ

よ
う
に
借
金
を
負
担
し
て
一
向
に
構
わ
な
い

し
、そ
う
あ
る
べ
き
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。逆
に
、

20
～
30
年
後
の
人
た
ち
が
全
く
享
受
し
な
い

も
の
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
借
金
を
し
て

今
の
人
た
ち
が
そ
の
恩
恵
を
享
受
す
る
と
い
う

も
の
は
、
努
め
て
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

富
山
の
ま
ち
づ
く
り
構
想
も
、
今
を
生
き

る
人
た
ち
だ
け
で
は
な
く
、将
来
も
踏
ま
え
て
、

一
部
に
不
満
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
や
る
べ
き

こ
と
は
き
ち
っ
と
勇
気
を
ふ
る
っ
て
進
め
て
い

く
。
そ
う
い
う
姿
勢
を
持
つ
こ
と
が
大
事
だ
と

僕
は
思
っ
て
い
ま
す
。

―
―

現
時
点
の
大
き
な
課
題
は
何
で
し
ょ
う
。

森　

劇
的
に
は
変
化
し
な
い
と
い
う
こ
と
で

し
ょ
う
か
。
富
山
市
の
「
公
共
交
通
を
軸
と

し
た
拠
点
集
中
型
の
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く

り
」
は
、
公
共
交
通
を
活
性
化
さ
せ
て
車
に

頼
ら
ず
に
暮
ら
せ
る
市
街
地
を
つ
く
る
、
さ
ま

ざ
ま
な
施
設
を
拠
点
的
に
つ
く
り
市
街
地
に

賑
わ
い
を
持
た
せ
る
、
公
共
交
通
が
使
え
る

ま
ち
な
か
の
居
住
を
推
進
す
る
、
こ
の
3
本

を
柱
に
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
同
時
進

行
で
進
め
て
い
ま
す
。
た
だ
例
え
ば
、
い
き
な

り
市
街
地
が
た
く
さ
ん
の
人
で
賑
わ
う
わ
け
で

は
な
い
し
、
ま
ち
な
か
の
居
住
人
口
が
増
え
る

わ
け
で
も
な
い
。
高
齢
者
を
は
じ
め
だ
れ
も
が

自
動
車
に
頼
る
こ
と
な
く
安
心
し
て
快
適
に

暮
ら
せ
る
「
富
山
の
ま
ち
」
を
つ
く
り
、
そ
う

い
う
ま
ち
で
あ
り
続
け
る
こ
と
を
目
指
し
て
い

る
の
で
す
。

今
、
進
め
て
い
る
市
内
電
車
の
環
状
線
化

事
業
は
中
心
街
全
体
の
回
遊
性
を
高
め
よ
う

と
い
う
試
み
で
す
が
、市
内
電
車
の
富
山
地
鉄
・

上
滝
線
へ
の
乗
り
入
れ
や
富
山
ラ
イ
ト
レ
ー

ル
と
市
内
電
車
の
連
結
も
計
画
さ
れ
て
お
り
、

徐
々
に
で
は
あ
り
ま
す
が
着
実
に
コ
ン
パ
ク
ト

な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
と
い
う
段
階
で

す
。
こ
う
し
た
状
況
を
、
市
民
に
き
ち
ん
と
受

け
と
め
理
解
い
た
だ
く
こ
と
が
一
番
の
課
題
で

し
ょ
う
ね
。

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
手
が
け
な
が
ら
「
総
合

力
」
で
、
市
民
と
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

低炭素社会の実現に向けて先駆的な
取り組みにチャレンジする「環境モ
デル都市」として、平成 20 年 7 月、
富山市をはじめとする 6 都市が政府
の認定を受けた。富山市は「公共交
通を軸としたコンパクトなまちづく
り」を基本方針とする市民総参加型
の二酸化炭素排出量削減の取り組み
が評価され認定を受けた。

（写真提供：内閣官房地域活性化統
合事務局）

公共交通活性化で
「環境モデル都市」

に認定

［車がなくても暮らしやすいコンパクトなまちづくり］
富山市のまちづくり政策と富山地方鉄道
特集
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ク
ラ
ス
タ
ー
型
の
コ
ン
パ
ク
ト
な
都
市

平
成
17
年
4
月
、
7
市
町
村
の
合
併
に
よ

り
新
し
い
「
富
山
市
」
が
誕
生
し
た
。
人
口

は
富
山
県
の
約
4
割
、
面
積
は
富
山
県
の
約

3
割
に
相
当
す
る
広
大
な
市
域
を
有
す
る
。

富
山
市
が
進
め
て
い
る
「
公
共
交
通
を
軸

と
し
た
拠
点
集
中
型
の
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち

づ
く
り
」
は
、
こ
の
広
い
市
域
に
、
旧
市
町

村
の
中
心
部
を
含
め
14
の
拠
点
を
整
備
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
拠
点
を
公
共
交
通
で
結
ぶ
と
い

う
も
の
。こ
れ
が「
お
団
子
と
串
の
都
市
構
造
」

で
、
お
団
子
と
は
自
動
車
に
依
存
し
な
く
て

も
日
常
生
活
に
必
要
な
都
市
機
能
が
整
っ
た

徒
歩
圏
、
串
は
一
定
以
上
の
サ
ー
ビ
ス
水
準

が
確
保
さ
れ
た
公
共
交
通
を
表
す
。
一
極
集

中
で
は
な
く
、
旧
富
山
市
中
心
市
街
地
を
本

丸
と
し
な
が
ら
、
諸
機
能
が
集
積
さ
れ
た
14

の
拠
点
を
配
し
た
ク
ラ
ス
タ
ー
型
の
都
市
構

造
を
目
指
し
て
い
る
。

富
山
市
は
市
街
地
の
人
口
密
度
が
40
・
３

人
／
ha
と
全
国
で
も
最
も
低
密
度
な
県
庁
所

在
都
市
で
、
市
街
地
拡
散
に
よ
る
行
政
コ
ス

ト
の
増
加
が
課
題
と
な
っ
て
い
た
。
ま
た
、

自
動
車
利
用
に
つ
い
て
は
交
通
手
段
分
担
率

が
72
％
と
中
核
都
市
圏
で
最
も
高
い
数
値
を

示
し
て
い
る
が
、
そ
の
一
方
で
、
現
時
点
で

15
歳
以
上
の
約
3
割
の
市
民
が
車
を
使
用
で

き
ず
、
今
後
は
こ
の
層
が
急
増
す
る
と
懸
念

さ
れ
て
い
た
。

「
お
団
子
と
串
の
都
市
構
造
」
を
実
現
で

き
れ
ば
、
車
を
自
由
に
使
え
な
い
人
た
ち
も

利
便
性
の
高
い
都
市
生
活
を
享
受
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
拠
点
ご
と
に
人
口

を
集
約
し
都
市
機
能
を
集
積
す
る
こ
と
で
、

都
市
管
理
の
行
政
コ
ス
ト
も
抑
制
で
き
る
。

「
富
山
市
の
公
共
交
通
形
態
を
生
か
せ
ば
、

車
に
頼
ら
な
く
て
も
歩
い
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

づ
く
り
が
で
き
る
。
公
共
交
通
の
活
性
化
、

中
心
部
の
発
展
回
帰
、
行
政
コ
ス
ト
の
抑
制

な
ど
、
一
石
二
鳥
ど
こ
ろ
か
何
鳥
も
の
効
果

が
期
待
で
き
る
計
画
」
と
富
山
市
都
市
整
備

部
交
通
政
策
課 

高
森
長
仁
課
長
は
話
す
。

公
共
交
通
を
軸
に
し
た
都
市
構
想
は
旧
富

山
市
時
代
に
ス
タ
ー
ト
し
た
も
の
で
、
平
成

16
年
度
に
策
定
さ
れ
た
「
富
山
市
総
合
的
都

市
交
通
体
系
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
で
は
、
合

併
後
の
広
域
化
を
見
越
し
て
、
ま
ち
づ
く
り

と
総
合
的
な
交
通
体
系
の
確
立
を
一
体
化

さ
せ
た
プ
ラ
ン
が
示
さ
れ
て
い
る
。
合
併
後
、

こ
の
プ
ラ
ン
を
引
き
継
ぎ
「
富
山
市
都
市
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
た
。
道
路
整
備

や
施
設
整
備
を
主
軸
に
置
い
た
都
市
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
が
多
い
中
で
、
そ
の
基
本
理
念

に
「
公
共
交
通
を
軸
」
に
据
え
た
富
山
市
の

都
市
構
想
は
画
期
的
な
も
の
だ
っ
た
。

ま
ち
づ
く
り
と
公
共
交
通
の
一
体
化

「
公
共
交
通
を
軸
と
し
た
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま

ち
づ
く
り
」
に
向
け
て
、
お
お
む
ね
20
年
後

ま
で
に
必
要
な
公
共
交
通
活
性
化
施
策
を
明

ら
か
に
し
た
も
の
が
平
成
18
年
度
に
策
定
し

た
「
富
山
市
公
共
交
通
活
性
化
計
画
」
だ
。

ま
ち
づ
く
り
の
観
点
か
ら
必
要
な
も
の
は

行
政
が
コ
ス
ト
を
負
担
し
て
公
共
交
通
を
活

性
化
さ
せ
、
公
共
交
通
の
活
性
化
と
沿
線
の

ま
ち
づ
く
り
を
一
体
的
に
行
っ
て
い
く
。
郊

外
や
中
山
間
地
域
に
は
地
域
特
性
に
応
じ
た

多
様
な
生
活
交
通
を
確
保
す
る
。
沿
線
の
魅

力
を
高
め
る
こ
と
で
、
現
状
で
は
広
く
拡
散

し
た
人
口
密
度
分
布
を
、
将
来
的
に
、
公
共

交
通
沿
線
で
高
め
て
い
く
の
が
最
終
目
標
だ
。

鉄
軌
道
6
路
線
と
幹
線
バ
ス
13
系
統
を

「
公
共
交
通
軸
」
と
し
て
位
置
づ
け
、
各
路

線
の
活
性
化
を
推
進
し
て
い
く
と
と
も
に
、

沿
線
に
「
公
共
交
通
居
住
推
進
地
区
」
を
設

定
し
、
住
宅
助
成
な
ど
に
よ
り
コ
ン
パ
ク
ト

な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
。
徒
歩
圏
と
し

て
鉄
軌
道
駅
か
ら
お
よ
そ
５
０
０
ｍ
・
バ
ス

停
か
ら
３
０
０
ｍ
の
範
囲
に
住
ん
で
い
る
市

民
の
割
合
を
「
現
在
の
約
３
割
か
ら
、
20
年

後
に
は
約
4
割
ま
で
増
や
す
の
が
市
の
目
標
」

（
高
森
課
長
）
だ
。

徒
歩
圏
内
に
日
常
生
活
に
必
要
な
機
能
が
整
備
さ
れ
、
そ
の
拠
点
が
日
常
の
足
と
し
て
使
え
る
公
共
交
通
で
結
ば
れ
て
い
る―

―

富
山
市
が
進
め
る
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
は
「
お
団
子
と
串
の
都
市
構
造
」
だ
。

富山市 都市整備部 交通政策課長

高森長仁
Nagahito TAKAMORI

「
お
団
子
と
串
」の

都
市
構
造
に
よ
る

コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
。

REPORT
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ま
た
、
平
成
26
年
の
北
陸
新
幹
線
開
業
に

向
け
て
富
山
駅
周
辺
や
中
心
市
街
地
の
活
性

化
が
課
題
と
な
っ
て
い
た
が
、
こ
れ
に
つ
い

て
は
中
心
市
街
地
活
性
法
に
基
づ
く
国
の
重

点
的
支
援
を
目
指
し
て
「
富
山
市
中
心
市
街

地
活
性
化
基
本
計
画
」
を
策
定
。
平
成
19
年

2
月
、
全
国
第
1
号
の
認
定
を
受
け
た
。

計
画
区
域
は
富
山
駅
周
辺
と
中
心
商
業
地

区
約
４
３
６
ha
で
、
計
画
期
間
は
平
成
19
年

か
ら
約
５
年
間
。
た
だ
し
計
画
期
間
終
了
後

も
、
平
成
26
年
度
末
に
予
定
さ
れ
て
い
る
北

陸
新
幹
線
開
業
ま
で
引
き
続
き
取
り
組
ん
で

い
く
。
①
公
共
交
通
の
利
便
性
の
向
上
②
賑

わ
い
拠
点
の
創
出
③
ま
ち
な
か
居
住
の
推
進

―
―

の
３
本
を
柱
に
27
事
業
を
策
定
、
公
共

交
通
の
利
便
性
の
向
上
に
お
け
る
取
り
組
み

と
し
て
は
、「
市
内
電
車
環
状
線
化
事
業
」「
富

山
駅
付
近
連
続
立
体
交
差
事
業
」
な
ど
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。

富
山
ラ
イ
ト
レ
ー
ル
の
成
功

公
共
交
通
活
性
化
の
具
体
的
な
取
り
組
み

を
見
て
み
よ
う
。

平
成
18
年
4
月
に
開
業
し
た
富
山
ラ
イ
ト

レ
ー
ル
は
、「
お
団
子
と
串
の
都
市
構
造
」
の

コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
の
リ
ー
デ
ィ
ン

グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

富
山
駅
高
架
化
事
業
に
あ
わ
せ
決
定
さ
れ
た

Ｊ
Ｒ
富
山
港
線
の
路
面
電
車
化
は
、
平
成
15

年
5
月
に
市
長
が
正
式
発
表
し
た
。

Ｊ
Ｒ
線
を
路
面
電
車
化
す
る
の
は
日
本
初

の
試
み
で
あ
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
Ｌ
Ｒ
Ｔ
に

み
ら
れ
る
先
進
的
な
技
術
や
考
え
方
を
取
り

入
れ
た
日
本
初
の
本
格
的
な
Ｌ
Ｒ
Ｔ
と
し
て

大
き
な
注
目
を
集
め
て
い
る
。
市
は
Ｌ
Ｒ
Ｔ

の
導
入
と
並
行
し
て
、
沿
線
の
ま
ち
づ
く
り

も
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
フ
ィ
ー
ダ
ー
バ
ス
の

導
入
や
駐
輪
場
の
整
備
、
駅
周
辺
の
住
宅
促

進
、
古
い
町
並
み
の
整
備
・
保
存
な
ど
だ
。

「
た
い
へ
ん
利
便
性
の
高
い
新
し
い
串
が

1
本
で
き
た
と
い
う
こ
と
。
こ
れ
か
ら
は
、

団
子
で
あ
る
沿
線
の
ま
ち
の
魅
力
を
ど
う
高

め
て
い
く
か
が
大
切
」
と
高
森
課
長
は
語
る
。

地
元
の
自
治
振
興
会
な
ど
民
間
に
よ
る
富
山

ラ
イ
ト
レ
ー
ル
を
活
用
し
た
地
域
活
性
化
の

取
り
組
み
も
動
き
始
め
て
い
る
と
い
う
。

富
山
ラ
イ
ト
レ
ー
ル
の
成
功
を
弾
み
に
、

第
2
の
「
串
」
づ
く
り
と
し
て
、
富
山
市
が

手
が
け
て
い
る
の
が
Ｊ
Ｒ
高
山
本
線
活
性
化

社
会
実
験
だ
。
Ｊ
Ｒ
高
山
本
線
は
、
富
山
駅

か
ら
高
山
駅
を
経
て
岐
阜
駅
に
至
る
鉄

道
路
線
。
利
用
者
の
減
少
が
減
便
を
招

き
、
サ
ー
ビ
ス
レ
ベ
ル
の
低
下
が
さ
ら

に
利
用
者
の
減
少
を
加
速
さ
せ
る
と
い

う
悪
循
環
を
断
ち
切
る
た
め
、
市
が
主

体
と
な
り
、運
行
頻
度
の
増
加
、フ
ィ
ー

ダ
ー
バ
ス
の
運
行
、
パ
ー
ク
＆
ラ
イ
ド

用
駐
車
場
や
駐
輪
場
の
整
備
、
駅
の
ト

イ
レ
整
備
や
新
駅
（
臨
時
駅
）
の
設
置

な
ど
を
実
施
し
た
。
こ
の
活
性
化
社
会

実
験
は
、
平
成
18
年
10
月
に
ス
タ
ー
ト

し
平
成
23
年
の
春
ま
で
行
わ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
が
、
平
成
18
年
と
19
年

の
乗
車
人
員
を
比
較
す
る
と
す
で
に
約

6
％
増
と
い
う
、
幸
先
の
い
い
結
果
を

出
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
富
山
地
方
鉄
道
市
内
電
車
の

ル
ー
ト
を
延
伸
し
て
中
心
部
を
環
状
線
化
す

る
「
市
内
電
車
環
状
線
化
事
業
」
も
始
ま
っ

て
い
る
。
平
成
21
年
12
月
に
は
完
成
予
定
で
、

平
成
26
年
の
北
陸
新
幹
線
開
業
時
に
は
、
富

山
ラ
イ
ト
レ
ー
ル
を
さ
ら
に
延
伸
し
、
高
架

化
し
た
新
富
山
駅
を
通
り
抜
け
て
富
山
地
方

鉄
道
市
内
電
車
と
連
結
さ
せ
る
予
定
だ
。

8
割
が
評
価
す
る
市
民
の
理
解

順
調
に
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
の
諸

施
策
を
進
め
て
い
る
富
山
市
だ
が
、
言
う
ま

で
も
な
く
そ
れ
も
市
民
の
理
解
が
あ
っ
て
こ

そ
の
も
の
だ
。「
計
画
を
推
進
す
る
に
当
た
っ

て
、
そ
こ
が
一
番
不
安
だ
っ
た
」
と
高
森
課

長
も
言
う
が
、
総
延
長
７
・
６
キ
ロ
の
富
山

ラ
イ
ト
レ
ー
ル
に
つ
い
て
も
、
市
民
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
全
体
の
８
割
以
上
の
人
が
「
評
価
す

る
」
と
答
え
て
い
る
。

ま
た
、平
成
20
年
度
の
公
共
交
通
の
維
持
・

運
行
・
支
援
等
（
施
設
整
備
は
除
く
）
に
関

す
る
市
の
予
算
も
５
億
８
０
０
０
万
円
と
、

一
般
会
計
予
算
（
１
６
６
０
億
円
）
に
占
め

る
割
合
が
意
外
に
低
い
こ
と
も
市
民
に
と
っ

て
は
説
得
材
料
と
な
っ
た
だ
ろ
う
。

「
公
共
交
通
活
性
化
は
行
政
が
や
る
も
の

と
思
う
人
も
い
る
が
、
ル
ー
ル
を
つ
く
っ
て
、

行
政
、
事
業
者
、
市
民
、
き
っ
ち
り
役
割
分

担
し
な
が
ら
や
っ
て
い
か
な
い
と
、
持
続
で

き
な
い
」
と
高
森
課
長
は
話
す
。

富
山
市
の
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
は
、

着
実
に
進
め
ら
れ
て
い
る
。

［車がなくても暮らしやすいコンパクトなまちづくり］
富山市のまちづくり政策と富山地方鉄道
特集

四方

山田 大沢野八尾

婦中

呉羽

不二越

南富山

大山

細入

富山富山

岩瀬
水橋

富山市が目指す
お団子と串の
都市構造

鉄道・路面電車・バス
サービス

バスサービス

都心

地域生活拠点

鉄軌道

凡　例

串： 一定水準以上のサービスレベルの
 公共交通
お団子： 串で結ばれた徒歩圏

串： 一定水準以上のサービスレベルの
 公共交通
お団子： 串で結ばれた徒歩圏

こう変えたい

徒歩圏

自宅食品スーパー

福祉施設 行政サービス

病院

車を自由に使えない
市民にとっては
極めて不便

公共交通はあるが、
サービス水準が不十分で
利用しにくい

徒歩圏に日常の生活に必要な
機能が揃っていないため、
自動車がないと生活できない

徒歩圏

自宅食品スーパー

福祉施設 行政サービス

病院

日常の足として使える
サービス水準を確保

公共交通を活性化することにより、
自動車を利用しなくても日常生活
に必要な機能を利用できる

現在

将来

鉄道サービス
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富山地方鉄道は、創業者が打ち立てた「一県一市街化」理念を守り、
地道な努力を重ねながら、鉄軌道を維持してきた。
この富山地方鉄道のインフラがあったからこそ、
富山市の公共交通を軸とした新都市構想が生まれたと言っていい。
創業時の「全県下から中心部までを１時間圏内にする」という発想は、
コンパクトシティのコンセプトに相通じるものがある。
富山市のまちづくりは、柔軟な思考と行動力を持つ自治体と、
実直で住民に誠実であろうとする富山地方鉄道の連携が重要なポイントとなっている。

創業以来の
「一県一市街化」理念。
地域に貢献し続ける。

富
山
地
方
鉄
道
株
式
会
社　
代
表
取
締
役
社
長

桑
名
博
勝

H
irokatsu KU

W
AN

A

写真提供◉富山地方鉄道株式会社　文◉茶木　環（ジャーナリスト）　撮影◉織本知之

TOP INTERVIEW
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赤
字
区
間
が
あ
り
な
が
ら
も

鉄
軌
道
を
維
持
す
る

―
―

自
社
の
鉄
軌
道
維
持
の
た
め
に
、
並
々

な
ら
ぬ
努
力
を
さ
れ
て
い
る
と
う
か
が
っ
て

い
ま
す
。

桑
名　

当
社
は
昭
和
５
年
に
富
山
電
気
鉄
道

と
し
て
創
業
し
、
昭
和
18
年
、
陸
上
交
通
事

業
調
整
法
に
基
づ
い
て
富
山
県
内
の
私
営
・

公
営
の
鉄
軌
道
会
社
4
社
、
バ
ス
会
社
4
社

を
合
併
、社
名
を
新
た
に
「
富
山
地
方
鉄
道
」

と
改
め
ま
し
た
。

地
方
民
鉄
で
１
０
０

キ
ロ
近
い
営
業
キ
ロ
数

を
持
っ
て
い
る
と
こ
ろ

は
少
な
い
で
し
ょ
う
。

実
際
に
は
赤
字
区
間

も
あ
り
ま
す
か
ら
大
変

厳
し
い
の
で
す
が
「
維

持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
、
切
っ
て
は
な
ら
な

い
」
と
い
う
確
固
た
る

意
思
は
、
連
綿
と
持
ち

続
け
て
い
ま
す
ね
。
そ

う
い
う
意
味
で
は
、
地

域
に
貢
献
し
て
い
る
と

い
う
強
い
自
負
が
あ
り

ま
す
。

―
―

富
山
県
は
１
世
帯

あ
た
り
の
自
動
車
保
有

台
数
が
全
国
第
２
位
と

い
う
、
お
国
柄
も
あ
る

と
思
い
ま
す
が
。

桑
名　

え
え
、
当
社
も

昭
和
39
年
ま
で
は
乗
客

数
が
伸
び
続
け
、
電
車

の
車
両
も
ど
ん
ど
ん
増

や
し
、
５
両
編
成
で
走

ら
せ
た
時
代
も
あ
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
そ
の
頃
を
ピ
ー
ク
に
、
乗

客
数
は
減
り
続
け
て
い
ま
す
。モ
ー
タ
リ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
の
進
展
と
と
も
に
、
だ
れ
も
が
マ
イ

カ
ー
中
心
に
な
っ
て
い
っ
た
の
で
す
ね
。
当

時
か
ら
富
山
県
に
お
け
る
自
動
車
の
普
及
率

は
全
国
水
準
を
上
回
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
当
社
で
は
早
く
か
ら
合
理
化
に

取
り
組
み
ま
し
た
。
昭
和
41
年
に
は
鉄
道
に

集
中
制
御
装
置
Ｃ
Ｔ
Ｃ
を
導
入
し
、
そ
の
後

Ｐ
Ｔ
Ｃ
を
付
加
、
軌
道
に
つ
い
て
は
44
年
か

ら
ワ
ン
マ
ン
運
転
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
鉄

道
の
ワ
ン
マ
ン
運
転
も
平
成
３
年
と
比
較
的

早
い
時
期
に
立
ち
上
げ
て
い
ま
す
。
コ
ス
ト

削
減
で
何
と
か
維
持
し
よ
う
と
い
う
気
持
ち

が
先
行
し
て
い
た
わ
け
で
す
ね
。

鉄
道
の
輸
送
人
員
数
は
、
平
成
19
年
に
は

昭
和
39
年
の
14
・
５
％
に
ま
で
落
ち
込
ん
で

い
ま
す
。
し
か
し
、
営
業
キ
ロ
は
最
盛
期
の

73
％
を
維
持
し
て
い
る
。
ど
う
維
持
し
て
き

た
か
と
言
う
と
、
合
理
化
の
徹
底
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。
鉄
道
の
従
業
員
数
は
、
輸
送
人
員

数
が
減
っ
た
分
だ
け
削
減
し
、
14
％
に
ま
で

絞
り
ま
し
た
。
省
力
化
・
機
械
化
を
進
め
、

徹
底
し
た
合
理
化
で
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を
図
る
。

そ
れ
で
も
鉄
道
は
厳
し
い
で
す
。

軌
道
の
方
は
、
輸
送
人
員
数
が
ピ
ー
ク
時

の
18
・
５
％
ま
で
落
ち
て
い
ま
す
。
営
業
キ

ロ
も
、
バ
ス
と
ル
ー
ト
が
重
複
す
る
な
ど
の

理
由
で
一
部
路
線
を
廃
止
し
て
お
り
、
現
在

は
最
盛
期
の
60
％
ま
で
縮
小
し
ま
し
た
。
し

か
し
、
従
業
員
数
は
33
％
を
保
っ
て
お
り
、

軌
道
に
つ
い
て
は
、
現
在
も
黒
字
で
営
業
し

て
い
ま
す
。

―
―

富
山
市
が
打
ち
出
し
て
い
る｢

公
共
交

通
を
軸
と
し
た
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り｣

は
、
貴
社
の
存
在
が
キ
ー
に
な
り
ま
す
。

桑
名　

市
の
「
お
団
子
と
串
」
の
都
市
構
造

と
い
う
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
当
社
の
役
割

と
責
任
を
組
み
込
ん
だ
上
で
成
り
立
つ
も
の

と
認
識
し
て
い
ま
す
。
当
社
は
市
民
の
足
を

確
保
す
る
と
い
う
使
命
を
負
っ
て
い
ま
す
か

ら
、
も
ち
ろ
ん
私
ど
も
は
市
の
構
想
に
積
極

的
に
協
力
し
て
い
く
ス
タ
ン
ス
で
い
ま
す
。

私
ど
も
の
会
社
は
、
富
山
地
方
鉄
道
と

な
っ
た
時
に
、
富
山
県
と
富
山
市
な
ど
沿

線
自
治
体
の
市
町
村
が
株
主
に
な
っ
て
い
ま

す
。
１
１
１
万
株
を
持
つ
富
山
県
が
当
社
の

筆
頭
株
主
に
近
い
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
あ
り
、
富

山
市
は
８
万
２
７
０
０
株
を
持
っ
て
い
ま

す
。
お
そ
ら
く
全
国
の
民
鉄
の
中
で
も
、
県

や
自
治
体
が
株
を
持
っ
て
い
る
会
社
と
い
う

の
は
極
め
て
め
ず
ら
し
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

ま
た
、
社
の
定
款
に
「
社
会
意
思
を
当
会

社
に
反
映
せ
し
め
る
た
め
、
参
議
を
若
干
置

く
」
こ
と
と
し
、「
参
議
会
は
当
社
事
業
の
運

営
に
つ
き
、
社
会
的
関
連
あ
る
重
要
事
項
を

審
議
す
る
」
と
あ
り
ま
す
。
参
議
規
定
は
昭

和
29
年
に
定
め
ら
れ
ま
し
た
が
、
以
来
、
歴

代
の
県
議
会
議
員
や
富
山
市
長
に
務
め
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

そ
う
い
う
点
で
も
、
当
社
と
自
治
体
は
、

非
常
に
関
係
性
が
深
い
。
当
社
に
は
自
治

体
と
の
連
携
プ
レ
ー
を
得
意
と
す
る
土
壌
が

あ
り
ま
す
か
ら
、
市
の
施
策
に
積
極
的
に
関

わ
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

［車がなくても暮らしやすいコンパクトなまちづくり］
富山市のまちづくり政策と富山地方鉄道
特集

市内電車の走行音は、富山のまちの音でもある。地鉄ビル前を走る8000形。
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富
山
市
都
市
構
想
と
共
通
す
る
理
念

―
―

貴
社
に
は
創
業
か
ら
の
一
貫
し
た
理
念

が
あ
る
そ
う
で
す
が
。

桑
名　

え
え
。
そ
も
そ
も
創
業
者
の
佐
伯
宗

義
に
は
、ひ
と
つ
の
構
想
が
あ
り
ま
し
た
。「
富

山
県
一
市
街
化
構
想
」
─
─
県
内
の
ど
こ
に

住
ん
で
い
よ
う
と
も
、
中
心
部
へ
の
移
動
を

１
時
間
圏
内
に
し
よ
う
と
い
う
構
想
で
す
。

佐
伯
が
生
ま
れ
育
っ
た
の
は
立
山
の
麓
の

村
で
、
当
時
は
、
富
山
市
の
中
心
部
へ
来
る

ま
で
に
は
歩
い
て
途
中
で
一
泊
し
、
さ
ら
に

歩
い
て
よ
う
や
く
た
ど
り
着
く
と
い
う
時
代

で
し
た
。
そ
う
い
う
大
変
さ
を
経
験
し
た
か

ら
こ
そ
生
ま
れ
た
構
想
で
し
ょ

う
。
創
業
時
は
、
県
内
に
複
数

の
地
方
鉄
道
が
走
っ
て
い
ま
し

た
が
、
国
鉄
の
駅
ま
で
を
つ
な

ぐ
枝
線
に
過
ぎ
ず
、
統
一
的
な

展
開
も
な
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。

先
に
お
話
し
し
ま
し
た
よ
う

に
、
昭
和
18
年
に
県
内
全
交
通

機
関
の
大
統
合
が
実
現
し
、
当

社
が
設
立
さ
れ
た
の
で
す
が
、

結
果
的
に
は
、
こ
の
統
合
が
佐

伯
構
想
の
実
現
に
つ
な
が
り
ま

し
た
。「
ど
こ
に
い
て
も
、
生
活

の
場
と
働
く
場
、
あ
る
い
は
文

化
を
享
受
で
き
る
機
会
は
均
等

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い

う
佐
伯
の
信
念
が
実
を
結
ん
だ

の
で
す
。

で
す
か
ら
、
鉄
道
も
軌
道
も
バ
ス
も
す
べ

て
、
電
鉄
富
山
駅
（
Ｊ
Ｒ
富
山
駅
と
隣
接
）

を
起
点
に
放
射
線
状
に
延
び
て
い
ま
す
。
鉄

道
の
拠
点
駅
か
ら
は
枝
線
と
し
て
フ
ィ
ー

ダ
ー
バ
ス
も
走
ら
せ
て
い
ま
す
が
、
周
辺
市

町
村
か
ら
は
電
鉄
富
山
駅
へ
集
中
し
て
バ
ス

を
走
ら
せ
て
い
る
。
富
山
地
方
鉄
道
の
交
通

網
は
、県
下
を
網
羅
し
て
「
一
県
一
市
街
化
」

を
形
成
し
て
い
る
の
で
す
。

―
―

鉄
道
と
い
う
も
の
に
確
固
た
る
理
念
と

理
想
を
お
持
ち
だ
っ
た
の
で
す
ね
。

桑
名　
「
や
る
と
決
め
た
ら
、
ど
ん
な
に
時
間

が
か
か
っ
て
も
実
現
さ
せ
る
」
と
い
う
の
が

佐
伯
の
口
癖
だ
っ
た
そ
う
で
す
。「
一
県
一

市
街
化
の
鉄
道
を
な
ん
と
し
て
も
や
り
遂
げ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
言
っ
た
こ
と
は
曲
げ

な
い
」
と
い
う
佐
伯
の
信
念
に
対
し
て
、
当

時
の
日
本
興
業
銀
行
総
裁
か
ら
「
万
里
一

条
鉄
」
と
い
う
揮
毫
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

万
里
の
間
も
一
筋
の
鉄
で
貫
通
す
る
、
佐
伯

の
変
わ
ら
ぬ
信
念
と
ま
っ
直
ぐ
な
性
格
を
、

一
直
線
に
走
る
鉄
道
と
重
ね
合
わ
せ
て
表
現

さ
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

当
社
の
定
款
第
１
条
に
あ
る
「
富
山
地
方

交
通
圏
の
健
全
な
る
有
機
的
な
発
展
を
期
す

る
こ
と
を
経
営
の
本
義
と
す
る
」、
こ
れ
は
佐

伯
の
理
念
そ
の
も
の
で
し
ょ
う
。

だ
か
ら
こ
そ
、
ど
ん
な
に
車
社
会
に
な
っ

て
も
、
私
ど
も
の
「
鉄
道
は
地
域
住
民
の
た

め
に
存
在
す
る
。
そ
れ
を
確
保
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
会
社
も
成
り
立
っ
て
い
く
の
だ
」
と

い
う
思
い
は
揺
ら
ぎ
ま
せ
ん
で
し
た
。
財
務

的
に
は
非
常
に
苦
し
く
と
も
、
１
０
０
キ
ロ

近
い
鉄
道
を
維
持
し
続
け
て
い
る
の
は
、
創

業
の
理
念
を
受
け
継
い
で
い
る
か
ら
で
す
。

安
心
し
て
乗
れ
る
か
ら
こ
そ
の
「
地
鉄
」

―
―

富
山
市
の
ま
ち
づ
く
り
は
公
共
交
通
が

軸
と
な
る
構
想
で
す
が
、
そ
の
中
で
具
体
的

に
は
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る

の
で
し
ょ
う
か
。

桑
名　

現
在
、
進
め
て
い
る
の
が
市
内
電
車

環
状
線
化
事
業
で
す
。
地
域
公
共
交
通
活
性

化
法
に
基
づ
く
「
軌
道
運
送
高
度
化
実
施
計

画
」
の
第
１
号
認
定
を
受
け
て
、
軌
道
法
の

特
例
と
し
て
上
下
分
離
方
式
に
よ
る
軌
道
事

業
の
実
施
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
軌
道
の

整
備
に
つ
い
て
は
富
山
市
が
行
い
、
維
持
管

理
す
る
。
当
社
は
運
行
を
行
い
、
市
に
施
設

利
用
料
を
支
払
う
仕
組
み
で
す
。
来
年
の
12

月
に
開
業
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
は
平
成
26
年
の
北
陸
新
幹
線

開
業
後
に
な
り
ま
す
が
、
富
山
ラ
イ
ト
レ
ー

ル
を
高
架
化
し
た
新
富
山
駅
ま
で
延
伸
し
、

市
内
電
車
環
状
線
と
接
続
さ
せ
る
、
さ
ら
に

は
当
社
鉄
道
線
の
上
滝
線
へ
の
乗
り
入
れ
に

つ
い
て
も
調
査
中
で
す
。

上
滝
線
は
現
在
、
朝
の
ラ
ッ
シ
ュ
時
は
30

分
に
１
本
、
日
中
は
１
時
間
に
１
本
の
運
行

で
す
。
富
山
ラ
イ
ト
レ
ー
ル
の
前
身
で
あ
る

Ｊ
Ｒ
富
山
港
線
と
よ
く
似
た
状
況
に
な
っ
て

お
り
、
上
滝
線
に
Ｌ
Ｒ
Ｔ
が
乗
り
入
れ
て
走

る
よ
う
に
な
れ
ば
、
利
便
性
が
格
段
に
向
上

す
る
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

―
―

そ
の
よ
う
な
一
連
の
取
り
組
み
の
中

で
、
貴
社
の
課
題
と
し
て
は
ど
の
よ
う
な
こ

と
が
あ
り
ま
す
か
。

桑
名　

上
滝
線
へ
の
Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
乗
り
入
れ
に

つ
い
て
は
、
い
く
つ
か
課
題
が
あ
り
ま
す
ね
。

富
山
ラ
イ
ト
レ
ー
ル
は
Ｊ
Ｒ
富
山
港
線
を
Ｌ

Ｒ
Ｔ
化
し
て
お
り
、
上
滝
線
の
Ｌ
Ｒ
Ｔ
化
も

技
術
的
に
は
可
能
で
す
。
た
だ
市
内
電
車
は

６
０
０
Ｖ
で
郊
外
線
は
１
５
０
０
Ｖ
で
す

か
ら
、
複
電
圧
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
切
替

装
置
を
車
両
に
取
り
付
け
る
な
ど
、
何
ら
か

の
解
決
方
法
を
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
車
両
に
関
し
て
も
郊
外
線
は
３
両
編

成
で
走
っ
て
い
ま
す
の
で
、
２
両
編
成
の
Ｌ

Ｒ
Ｔ
で
輸
送
量
を
確
保
で
き
る
の
か
ど
う
か

立山や宇奈月温泉など富山観光の玄関口である電鉄富山駅。
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な
ど
、
い
ろ
い
ろ
ク
リ
ア
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
問
題
が
あ
り
ま
す
。

―
―

路
面
電
車
の
ま
ち
・
富
山
の
印
象
が
ま

す
ま
す
強
く
な
り
ま
す
ね
。

桑
名　

市
内
電
車
は
、
直
線
区
間
で
は
、
最

初
の
電
車
に
乗
り
遅
れ
て
し
ま
っ
て
も
電
車

が
来
る
方
向
を
見
れ
ば
次
に
来
る
電
車
が
見

え
る
。
そ
ん
な
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
か
つ
、
電
車
が
ふ
た
つ
手
前
の
電
停
ま

で
接
近
す
る
と
、
音
声
の
案
内
が
流
れ
る
。

見
通
し
が
利
か
な
い
曲
線
区
間
で
も
、
次
の

電
車
が
ど
こ
を
走
っ
て
い
る
の
か
が
分
か
る

仕
組
み
で
す
。
運
行
状
態
が
見
え
る
こ
と
で

乗
客
は
安
心
し
て
待
っ
て
い
ら
れ
る
の
で
す
。

生
活
に
密
着
し
た
公
共
交
通
は
、
こ
う
い
う

細
や
か
な
部
分
が
非
常
に
大
切
で
、
そ
れ
が

で
き
な
く
て
は
ご
利
用
い
た
だ
け
な
く
な
る
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

富
山
市
は
県
都
で
す
し
、
富
山
県
全
体
の

４
割
強
の
人
口
を
占
め
て
い
ま
す
。
人
口
減

少
と
い
う
不
安
を
抱
え
な
が
ら
も
、
富
山
市

が
提
唱
さ
れ
て
い
る
「
お
団
子
と
串
」
の
ま

ち
づ
く
り
は
、
よ
り
よ
い
未
来
を
作
り
あ
げ

よ
う
と
い
う
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
。
市
民
の
思

い
に
応
え
な
が
ら
、
安
全
で
安
心
し
て
快
適

に
ご
利
用
い
た
だ
け
る
公
共
交
通
を
築
き
上

げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
当
社
に
は
Ｌ

Ｒ
Ｔ
化
を
進
め
る
と
い
う
課
題
が
あ
り
ま
す

が
、
そ
う
い
う
方
向
に
切
り
替
え
て
い
く
と

い
う
こ
と
で
「
県
都
に
富
山
地
鉄
の
路
面
電

車
あ
り
」
と
し
た
い
で
す
ね
。

―
―

県
下
の
他
の
市
町
村
と
の
連
携
に
つ
い

て
は
い
か
が
で
す
か
。

桑
名　

富
山
県
の
自
治
体
の
皆
さ
ん
は
公
共

交
通
に
対
し
て
強
い
関
心
を
お
持
ち
に
な
っ

て
い
る
と
実
感
し
て
い
ま
す
。
駅
舎
に
、
生

活
に
役
立
つ
施
設
や
福
祉
施
設
な
ど
新
し
い

機
能
を
持
た
せ
て
建
て
替
え
た
い
と
い
う
プ

ラ
ン
を
お
持
ち
の
自
治
体
も
あ
り
ま
す
。

舟
橋
村
の
本
線
越
中
舟
橋
駅
に
は
、
村

立
図
書
館
な
ど
村
の
施
設
と
一
体
に
な
っ
た

駅
舎
が
あ
り
、
地
域
の
情
報
・
文
化
の
新
し

い
発
信
基
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。
交
通
の
便

利
な
と
こ
ろ
、
人
が
集
ま
る
と
こ
ろ
、
そ
こ

に
大
き
な
建
物
を
つ
く
っ
て
地
域
の
シ
ン
ボ

ル
に
し
た
い
。
住
民
が
集
い
、
観
光
客
が
集

ま
る
、
そ
ん
な
施
設
で
す
ね
。
当
社
と
し
て

も
、
一
交
通
事
業
者
の
域
に
留
ま
る
こ
と
な

く
、
自
治
体
の
皆
さ
ん
と
連
携
を
深
め
な
が

ら
、
鉄
道
が
走
る
ま
ち
の
魅
力
づ
く
り
を
お

手
伝
い
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
な
る
官
民
連
携
強
化
で
取
り
組
み
を

―
―

貴
社
と
自
治
体
と
の
連
携
が
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
深
ま
っ
て
い
き
ま
す
ね
。

桑
名　

富
山
港
線
は
も
と
も
と
は
当
社
の
富

岩
線
で
、
国
有
化
さ
れ
国
鉄
・
Ｊ
Ｒ
西
日
本

富
山
港
線
と
な
っ
た
後
、
富
山
ラ
イ
ト
レ
ー

ル
に
な
り
ま
し
た
。
現
在
は
運
行
ス
タ
ッ
フ

が
当
社
か
ら
富
山
ラ
イ
ト
レ
ー
ル
に
出
向

し
、
安
全
運
行
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
ま
た
郊
外
で
、
や
む
な
く

廃
止
し
た
当
社
の
バ
ス
路
線
な
ど
に
つ
い
て

も
、
自
治
体
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス
事
業

を
運
営
し
、
当
社
が
運
行
業
務
を
受
託
す
る

な
ど
し
て
い
ま
す
。
自
治
体
に
住
民
の
た
め

の
足
の
確
保
を
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
責
任

の
半
分
、
安
全
輸
送
に
つ
い
て
は
ノ
ウ
ハ
ウ

を
持
っ
た
私
ど
も
が
担
当
す
る
と
い
う
こ
と

で
す
ね
。
そ
う
い
う
形
の
連
携
も
深
ま
っ
て

き
ま
し
た
。

―
―

責
任
あ
る
公
共
交
通
が
整
っ
た
ま
ち
の

住
民
は
安
心
感
も
あ
る
し
、
幸
せ
で
す
ね
。

桑
名　

そ
の
責
任
に
つ
い
て
は
、
今
後
は
、

わ
れ
わ
れ
民
間
事
業
者
が
受
け
持
つ
部
分
と

国
や
自
治
体
が
受
け
持
つ
部
分
、
そ
の
役
割

分
担
を
明
確
に
す
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

例
え
ば
、
今
回
、
軌
道
法
が
改
正
さ
れ

て
上
下
分
離
が
可
能
に
な
り
、
市
内
電
車
環

状
線
化
の
実
現
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
富
山

市
か
ら
国
に
訴
え
て
い
た
だ
い
て
、
措
置
が

取
ら
れ
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
わ
け
で
す
。
こ

の
よ
う
に
、
事
業
者
と
自
治
体
と
国
と
が
関

わ
っ
て
、
い
か
に
地
方
の
鉄
軌
道
を
維
持
し

て
い
く
か
。
地
域
住
民
に
と
っ
て
必
要
だ
と

さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
の
維
持
に
お

け
る
役
割
分
担
、
責
任
を
明
確
に
す
る
こ
と

が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

当
社
の
鉄
道
路
線
に
つ
い
て
申
し
上
げ
れ

ば
、
富
山
を
中
心
に
立
山
黒
部
と
黒
部
峡
谷

に
両
翼
を
広
げ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
維
持
し

て
い
く
こ
と
も
わ
れ
わ
れ
の
使
命
で
す
。
地

域
住
民
の
足
と
し
て
、
ま
た
富
山
の
観
光
資

源
と
し
て
、
ど
う
維
持
し
て
い
く
か―

―

官

と
民
と
の
連
携
体
制
で
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。
そ
う
す
る
こ
と
が
富
山
県
民
の
た
め
で

も
あ
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

［車がなくても暮らしやすいコンパクトなまちづくり］
富山市のまちづくり政策と富山地方鉄道
特集

富山地方鉄道株式会社 代表取締役社長

桑名博勝
Hirokatsu KUWANA

シーズン中、イベントで賑わう立山駅。

富山の冬の風景、雪吊りと市内電車。
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身
近
な
公
共
交
通
ほ
ど
利
用
者
が
減
少

　
こ
こ
に
富
山
市
の
統
計
が
あ
る
。
平
成
元

年
か
ら
16
年
ま
で
の
15
年
間
で
、
公
共
交
通

の
利
用
率
が
ど
の
く
ら
い
減
少
し
た
か
を
ま

と
め
た
も
の
だ
。

公
共
交
通
の
衰
退
は
全
国
的
に
昭
和
40
年

を
前
後
し
て
始
ま
っ
て
い
る
が
、
こ
の
15
年

間
で
、
Ｊ
Ｒ
が
17
％
減
、
民
鉄
が
44
％
減
、

路
面
電
車
が
43
％
減
と
な
っ
て
お
り
、
最
も

身
近
な
公
共
交
通
で
あ
る
路
線
バ
ス
に
至
っ

て
は
67
％
の
減
少
と
な
っ
て
い
る
。

一
方
、
富
山
県
の
1
世
帯
当
た
り
の
乗
用

車
保
有
台
数
は
1
・
７
４
台
で
、
こ
れ
は
全

国
第
２
位
に
ラ
ン
ク
す
る
。
そ
れ
だ
け
自
動

車
依
存
度
が
高
い
と
い
う
こ
と
だ
。
富
山
高

岡
広
域
都
市
圏
の
交
通
手
段
分
担
率
で
は
、

公
共
交
通
を
利
用
し
て
い
る
人
は
通
勤
目
的

で
４
・
６
％
、
全
目
的
で
は
さ
ら
に
少
な
く

４
・
２
％
に
し
か
過
ぎ
な
い
。

こ
こ
ま
で
進
ん
で
い
る
「
公
共
交
通
離
れ
」

は
、
地
域
の
交
通
事
業
者
に
は
ど
の
よ
う
な

影
響
を
及
ぼ
し
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
。

一
県
一
事
業
で
地
域
の
足
を
支
え
る
地
鉄

富
山
市
民
の
生
活
の
足
を
支
え
て
い
る
の

は
富
山
地
方
鉄
道
（
地
鉄
）
だ
。

昭
和
18
年
、
富
山
電
気
鉄
道
を
母
体
と

し
て
富
山
県
内
の
鉄
軌
道
交
通
事
業
者
が
合

併
、
発
足
し
た
地
鉄
は
、
一
県
一
事
業
を
実

現
し
た
唯
一
の
民
鉄
で
も
あ
る
。

富
山
市
と
３
市
２
町
１
村
を
沿
線
と
す
る

現
在
の
保
有
路
線
は
、
鉄
道
線
が
本
線
（
電

鉄
富
山

－

宇
奈
月
温
泉
）、
立
山
線
（
寺
田

－

立
山
）、不
二
越
線
（
稲
荷
町

－

南
富
山
）、

公共交通利用者の減少率

交通手段分担率
①全目的分担率（1999年）

②通勤目的分担率（1999年）
0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

13.5 10.1 72.2

1.4 2.8

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

4.57.1 83.8

1.7 2.9

徒歩 二輪車 自動車 バス・電車 鉄道

60,000

50,000

40,000

30,000

20,000

10,000

0

（資料：富山高岡広域都市圏第3回PT調査）

（出典：富山市「富山市のコンパクトシティ戦略」）

1989 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004
（年）

JR 17％減
民鉄 44％減
路面電車 43％減
路面バス 67％減

利用者の減少率
1989→2004（15年間）

（単位：
100人／日）

モータリゼーションの進展とともに深まる公共交通離れ。
富山地方鉄道は思い切ったコスト削減という、ある意味では守りの態勢で路線維持に努めてきた。
富山市による公共交通活性化施策は、
地鉄にとっては積極策へとシフトチェンジする契機となる。
地域への貢献という目的に向かって、
地鉄は変わらず走り続ける。

富山地方鉄道株式会社
取締役営業部長

辻川　徹
Tetsu TSUJIKAWA

地域の暮らしを支え続ける富山地方鉄道

富山地方鉄道株式会社
経営企画部長

稲田祐治
Yuji INADA

写真提供◉富山地方鉄道株式会社　文◉茶木　環（ジャーナリスト）　撮影◉織本知之

活性化
REPORT
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上
滝
線
（
南
富
山

－

岩
峅
寺
）
の
４
線
区

93
・
2
㎞
。
軌
道
線
は
、
南
富
山
駅
前
電
停

か
ら
中
心
市
街
地
を
経
由
し
、
大
学
前
電
停

に
至
る
６
・
４
㎞
を
持
っ
て
い
る
。

設
立
か
ら
こ
れ
ま
で
の
間
、
地
鉄
が
輸
送

人
員
の
減
少
で
や
む
な
く
廃
止
し
た
鉄
道
路

線
は
２
路
線
あ
る
（
譲
渡
は
除
く
）。
昭
和

50
年
に
廃
止
し
た
笹
津
線
と
、
昭
和
55
年
に

廃
止
し
た
射
水
線
だ
。
笹
津
線
は
、
昭
和
44

年
に
完
成
し
た
同
線
と
並
行
す
る
国
道
41
号

の
舗
装
拡
幅
改
良
工
事
が
利
用
客
の
減
少

に
つ
な
が
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
射
水
線
は
、

昭
和
41
年
、
富
山
新
港
の
建
設
で
同
線
が

分
断
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
富
山
新
港
か
ら

高
岡
側
の
路
線
の
一
部
を
廃
止
に
、
一
部
を

加
越
能
鉄
道
に
譲
渡
し
（
現
在
の
万
葉
線
）、

富
山
駅
か
ら
富
山
新
港
ま
で
を
運
行
し
て
い

た
が
、
利
用
客
の
減
少
が
止
ま
ら
ず
、
全
線

の
廃
止
が
決
ま
っ
た
。

一
方
、
軌
道
線
は
、
鉄
道
路
線
よ
り
も
も

う
少
し
早
く
、
昭
和
40
年
代
後
半
か
ら
縮
小

が
始
ま
っ
て
い
る
。
最
盛
期
に
は
11
㎞
の
路

線
を
有
し
、
環
状
運
転
も
行
っ
て
い
た
。
丸

の
内

－

西
町
間
、
地
鉄
ビ
ル
前

－

中
教
院
前

間
に
続
き
、
昭
和
59
年
に
西
町

－

不
二
越
駅

前
間
が
廃
止
に
な
り
、
現
在
の
6
・
４
㎞
の

路
線
と
な
っ
て
い
る
。

　公
共
交
通
活
性
化
は
ま
ち
づ
く
り

地
鉄
に
よ
る
と
、輸
送
人
員
数
の
ピ
ー
ク
は

昭
和
39
年
。以
降
、減
少
傾
向
は
続
き
、
平
成

19
年
に
は
鉄
道
線
が
ピ
ー
ク
時
の
14
・
5
％
、

軌
道
線
は
18
・
5
％
ま
で
落
ち
込
ん
だ
。

「
こ
の
20
年
間
に
限
っ
て
も
、
乗
客
数
は
半

減
し
て
い
る
。
１
年
に
３
％
の
減
少
で
も
、
こ

れ
が
20
年
続
け
ば
影
響
は
大
き
い
。
こ
こ
数
年

は
、
何
と
か
通
勤
客
は
、
対
前
年
比
１
０
３

～
１
０
４
％
を
維
持
し
健
闘
し
て
い
る
」
と
辻

川
徹
取
締
役
営
業
部
長
は
説
明
す
る
。

少
子
化
も
ダ
イ
レ
ク
ト
に
響
い
て
い
る
。

「
学
生
も
当
社
の
大
事
な
お
客
さ
ま
だ
が
、

学
校
統
合
な
ど
で
沿
線
の
学
生
数
が
減
少
し

た
。
ま
た
、
交
通
の
利
用
の
仕
方
が
変
わ
っ

て
き
た
の
か
、
定
期
券
を
買
わ
な
い
学
生
も

多
い
」
と
言
う
。

厳
し
い
状
況
が
続
く
中
、
地
鉄
は
、
徹

底
し
た
合
理
化
を
推
し
進
め
る
こ
と
で
、

１
０
０
㎞
近
い
鉄
軌
道
を
維
持
し
て
き
た
。

し
か
し
、
コ
ス
ト
削
減
だ
け
で
は
体
力
が
衰

え
て
い
く
の
を
防
ぎ
き
れ
な
い
。

富
山
市
が
進
め
る
「
公
共
交
通
を
軸
と
し

た
拠
点
集
中
型
の
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く

り
」
構
想
を
念
頭
に
置
い
た
う
え
で
、
稲
田

祐
治
経
営
企
画
部
長
は
こ
れ
ま
で
を
振
り
返

り
、
こ
う
語
る
。

｢

公
共
交
通
は
赤
字
で
も
や
む
を
得
な
い

と
い
う
風
潮
が
あ
り
、
ま
た
行
政
か
ら
目
を

向
け
て
も
ら
え
な
か
っ
た
時
代
も
あ
っ
た
。

し
か
し
、
公
共
交
通
は
社
会
基
盤
に
ほ
か
な

ら
な
い
。
高
齢
化
社
会
の
進
展
で
、
交
通
弱

者
を
ど
う
す
る
の
だ
と
い
う
議
論
が
始
ま
り
、

ま
た
最
近
で
は
環
境
保
護
と
い
う
観
点
か
ら

も
公
共
交
通
を
見
直
す
動
き
が
出
て
い
る
の

は
た
い
へ
ん
あ
り
が
た
い
こ
と
だ
と
思
っ
て
い

る
。
富
山
市
の
公
共
交
通
活
性
化
施
策
は
、

［車がなくても暮らしやすいコンパクトなまちづくり］
富山市のまちづくり政策と富山地方鉄道
特集

宇奈月温泉

愛本

黒部峡谷鉄道

池尻

東蔵

八尾鏡町

八尾高校

牛岳温泉健康
センター

電鉄黒部

電鉄魚津

中滑川

上市

岩峅寺

笹津線 昭和50（1975）年廃止笹津線 昭和50（1975）年廃止

射水線 昭和55（1980）年廃止射水線 昭和55（1980）年廃止

不二越線不二越線

本線
（電鉄富山～宇奈月温泉）
本線
（電鉄富山～宇奈月温泉）

鉄道線
有
峰
口

立
山 大

観
峰
黒
部
平

黒
部
湖

黒
部
ダ
ム

寺田

稲荷町

電鉄富山電鉄富山

南富山

大学前 欅平

新湊
車庫前

高岡駅前

富山湾

市内電車線
富山ライトレール
バス路線

■富山地方鉄道 鉄道・市内電車・バス路線図
（平成20年8月現在）
■富山地方鉄道 鉄道・市内電車・バス路線図
（平成20年8月現在）

上市

岩峅寺岩峅寺

不二越線不二越線不二越線不二越線不二越線不二越線不二越線不二越線不二越線不二越線不二越線

寺田

稲荷町稲荷町稲荷町稲荷町

電鉄富山電鉄富山電鉄富山電鉄富山電鉄富山電鉄富山電鉄富山電鉄富山電鉄富山電鉄富山電鉄富山電鉄富山電鉄富山電鉄富山電鉄富山電鉄富山電鉄富山電鉄富山電鉄富山電鉄富山電鉄富山電鉄富山電鉄富山電鉄富山電鉄富山電鉄富山電鉄富山電鉄富山電鉄富山電鉄富山電鉄富山電鉄富山電鉄富山電鉄富山電鉄富山電鉄富山電鉄富山電鉄富山電鉄富山電鉄富山電鉄富山電鉄富山電鉄富山電鉄富山電鉄富山電鉄富山電鉄富山電鉄富山電鉄富山電鉄富山電鉄富山電鉄富山電鉄富山電鉄富山電鉄富山電鉄富山電鉄富山電鉄富山電鉄富山電鉄富山電鉄富山電鉄富山電鉄富山電鉄富山電鉄富山電鉄富山電鉄富山

大学前 南北接続構想

丸の内
延伸
区間

軌
道
線

富山ライトレール
（旧JR富山港線）

西町
昭和48（1973）年廃止
西部線

昭和 59（1984）年廃止

昭和47（1972）年
廃止

中教院前

不二越駅前

南富山駅

地鉄ビル前
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持
っ
て
い
る
。
当
時
、
地
鉄
は
終
点
の
岩
瀬

浜
駅
か
ら
滑
川
ま
で
海
岸
部
を
走
る
10
・
４

㎞
の
海
岸
線
を
施
設
す
る
計
画
を
持
っ
て

お
り
、
そ
の
実
現
の
た
め
、
戦
後
、
国
鉄
に

対
し
何
度
か
返
還
を
請
願
し
た
が
か
な
わ
な

か
っ
た
と
い
う
。
海
岸
線
計
画
も
、
昭
和
30

年
代
の
後
半
に
諦
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
の
富
山
港
線
を
走
る
富
山
ラ
イ
ト
レ
ー

ル
の
運
転
席
に
は
今
、
地
鉄
の
運
転
士
が

座
っ
て
い
る
。
富
山
ラ
イ
ト
レ
ー
ル
を
運
営

す
る
第
３
セ
ク
タ
ー
「
富
山
ラ
イ
ト
レ
ー
ル

株
式
会
社
」
の
職
員
の
80
％
（
24
人
）
は
、

地
鉄
か
ら
の
出
向
だ
。

富
山
ラ
イ
ト
レ
ー
ル
の
概
要
を
ま
と
め
て

み
よ
う
。
路
線
は
富
山
駅
北
口
か
ら
道
路
敷

内
に
１
・
１
㎞
の
軌
道
を
新
設
。
旧
富
山
港

線
の
線
路
を
走
る
全
７
・
６
㎞
で
、
６
０
０

ｍ
間
隔
で
13
駅
が
置
か
れ
て
い
る
。

低
床
車
両
の
導
入
、
運
行
本
数
は
往
復

１
３
２
本
で
Ｊ
Ｒ
時
代
の
約
３
・
５
倍
に
増

便
、始
発
を
早
く
終
電
を
遅
く
し
、Ｉ
Ｃ
カ
ー

ド
を
導
入
、
電
停
・
車
両
・
乗
車
券
に
至
る

ま
で
路
線
全
体
で
快
適
性
や
地
域
性
を
基
本

に
統
一
し
た
デ
ザ
イ
ン
を
実
施―

―

Ｊ
Ｒ
時

代
と
比
較
す
る
と
、
格
段
に
利
便
性
が
ア
ッ

プ
し
、
乗
り
心
地
も
申
し
分
な
い
。

マ
イ
カ
ー
王
国
・
富
山
で
、
富
山
ラ
イ
ト

レ
ー
ル
は
大
き
な
成
果
を
挙
げ
て
い
る
。
開

業
前
と
比
較
し
て
乗
客
数
は
平
日
で
２
・
２

倍
（
４
９
８
８
人
）、
休
日
は
５
・
５
倍

（
５
５
７
６
人
）
と
飛
躍
的
に
増
加
し
た
。

ち
な
み
に
、
開
業
初
日
は
1
時
間
待
ち
の

乗
車
だ
っ
た
。
初
日
効
果
と
は
い
え
、
住
民

に
と
っ
て
「
乗
り
た
い
」
気
持
ち
を
喚
起
す

る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
に
違
い
は
な
い
。

　公
共
交
通
の
活
性
化
を
基
本
に

富
山
ラ
イ
ト
レ
ー
ル
に
続
い
て
、
現
在
、

進
め
ら
れ
て
い
る
の
が
「
市
内
電
車
環
状
線

化
事
業
」
だ
。

先
に
あ
る
よ
う
に
、
地
鉄
の
軌
道
線
は
、

昭
和
40
年
代
以
降
、
路
線
を
縮
小
し
た
歴
史

を
持
っ
て
い
る
。
公
共
交
通
が
市
民
の
足
で

あ
り
元
気
だ
っ
た
頃
、地
鉄
の
市
内
電
車
は
、

中
心
市
街
地
を
環
状
運
転
し
て
い
た
。
現
在

の
西
町
電
停
と
丸
の
内
電
停
を
結
ぶ
西
部
線

は
、
利
用
者
の
減
少
に
よ
っ
て
昭
和
48
年
に

廃
止
さ
れ
、
市
内
電
車
の
中
心
部
は
今
日
の

よ
う
な
深
い
コ
の
字
型
の
路
線
網
に
な
っ
た
。

「
市
内
電
車
環
状
線
化
事
業
」
は
、
こ
の

環
状
運
転
を
復
活
さ
せ
、
中
心
市
街
地
に
お

け
る
市
内
電
車
の
利
用
促
進
を
図
る
と
と
も

に
、
ま
ち
の
回
遊
性
を
高
め
、
賑
わ
い
を
創

出
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

約
９
４
０
ｍ
軌
道
を
延
伸
し
、
延
伸
区
間

に
は
電
停
を
3
つ
新
設
。
反
時
計
回
り
の
片

方
向
循
環
運
行
で
、
１
周
を
約
20
分
で
走
行

す
る
。
環
状
線
は
10
～
15
分
間
隔
の
運
行
だ

が
、
他
線
と
重
複
す
る
区
域
は
３
～
５
分
に

1
本
の
運
行
頻
度
に
な
る
と
い
う
。

延
伸
ル
ー
ト
は
、
か
つ
て
の
走
行
ル
ー
ト

よ
り
一
回
り
中
心
市
街
地
寄
り
の
国
際
会
議

場
や
市
民
プ
ラ
ザ
な
ど
富
山
市
を
代
表
す
る

交
流
施
設
が
並
ぶ
大
手
町
ル
ー
ト
。
国
の
軌

道
運
送
高
度
化
事
業
の
認
定
に
よ
り
軌
道
事

業
で
は
初
め
て
上
下
分
離
を
導
入
、
富
山
市

当
社
の
鉄
軌
道
の
体
力
強
化
に
つ
な
が
る
策

で
も
あ
る
。
収
支
を
念
頭
に
入
れ
な
が
ら
で

は
あ
る
が
、
積
極
的
に
協
力
し
て
い
き
た
い
」

市
で
は
公
共
交
通
活
性
化
の
基
本
方
針
と

し
て
、
ま
ち
づ
く
り
の
観
点
か
ら
必
要
な
も

の
に
つ
い
て
は
、
行
政
が
コ
ス
ト
を
負
担
し
、

公
共
交
通
を
活
性
化
さ
せ
る
と
し
て
い
る
。

「
ど
こ
の
行
政
で
も
、
こ
れ
ま
で
公
共
交
通

は
民
間
事
業
の
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
と
い
う
位

置
づ
け
で
、
積
極
的
に
関
与
し
て
こ
な
か
っ

た
。
し
か
し
、
富
山
市
は
ま
ち
づ
く
り
に
必

要
な
も
の
は
行
政
が
大
き
く
関
与
し
て
い
く
」

（
富
山
市
都
市
整
備
部 

交
通
政
策
課 

高
森

長
仁
課
長
）

30
年
後
の
将
来
を
見
据
え
て
「
公
共
交
通

の
活
性
化
と
沿
線
の
ま
ち
づ
く
り
を
一
体
的

に
行
う
」
富
山
市
の
構
想
は
、
都
市
の
再
構

築
だ
け
で
は
な
く
、
地
鉄
に
と
っ
て
も
地
域

の
公
共
交
通
と
し
て
の
機
能
再
生
の
好
機
と

な
っ
て
い
る
。

富
山
ラ
イ
ト
レ
ー
ル
を
支
え
る
地
鉄

富
山
市
の
「
富
山
市
公
共
交
通
活
性
化
計

画
」
が
描
く
将
来
構
想
は
「
Ｌ
Ｒ
Ｔ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」
の
形
成
だ
。

そ
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ

り
、今
や
富
山
市
の
新
し
い
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ

て
い
る
の
が
、
Ｊ
Ｒ
富
山
港
線
を
Ｌ
Ｒ
Ｔ
化

し
た
富
山
ラ
イ
ト
レ
ー
ル
だ
。

Ｊ
Ｒ
富
山
港
線
（
富
山

－

岩
瀬
浜
）
は
、

も
と
も
と
は
富
岩
線
と
呼
ば
れ
た
地
鉄
の
路

線
で
、
戦
時
下
に
国
有
化
さ
れ
た
歴
史
を

富山市のLRTネットワーク構想図

大学前大学前

蓮町蓮町

富山ライトレール富山ライトレール

南北鉄軌道軸の連結南北鉄軌道軸の連結

市内電車環状線化事業市内電車環状線化事業

市内電車の上滝線への
乗り入れ
市内電車の上滝線への
乗り入れ

岩瀬浜岩瀬浜

南富山南富山

富山富山

上滝線上滝線

市内軌道線
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が
軌
道
を
整
備
し
、
地
鉄
が
運
行
す
る
。

「
来
年
12
月
の
開
業
予
定
で
工
事
が
進
ん

で
い
る
。
車
両
も
、
富
山
ラ
イ
ト
レ
ー
ル
と

同
型
の
低
床
車
両
が
3
編
成
導
入
さ
れ
る
予

定
。
市
内
電
車
が
か
つ
て
の
よ
う
な
元
気
を

取
り
戻
す
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
」（
稲
田
経

営
企
画
部
長
）

新
幹
線
と
Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
ま
ち
・
富
山
に　

「
市
内
電
車
環
状
線
化
事
業
」
の
次
に
計

画
さ
れ
て
い
る
の
が
「
南
北
鉄
軌
道
軸
の
連

結
」
だ
。
連
続
立
体
交
差
事
業
が
進
め
ら
れ

て
い
る
富
山
駅
に
は
、
高
架
下
に
交
通
広
場

や
多
目
的
広
場
に
プ
ラ
ス
し
て
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ
の

電
停
が
組
み
込
ま
れ
る
計
画
に
な
っ
て
い
る
。

新
幹
線
の
駅
の
下
に
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
電
停
が
あ

る
と
い
う
め
ず
ら
し
い
形
だ
。
例
え
ば
高
架

下
を
通
り
抜
け
た
車
両
が
、
南
側
の
地
鉄
に

乗
り
入
れ
る
こ
と
も
で
き
る
。

「
新
幹
線
を
降
り
て
、
市
街
を
走
る
Ｌ
Ｒ

Ｔ
に
乗
り
換
え
る
。
デ
ジ
タ
ル
と
ア
ナ
ロ
グ

を
楽
し
む
よ
う
な
、
そ
ん
な
楽
し
さ
を
、
富

山
を
訪
ね
た
観
光
客
に
提
案
し
て
い
き
た
い
」

（
稲
田
経
営
企
画
部
長
）

６
年
後
の
新
幹
線
開
業
の
後
に
実
現
す
る

「
南
北
鉄
軌
道
軸
の
連
結
」
を
待
ち
望
む
。

富
山
市
で
は
、
さ
ら
に
鉄
道
の
南
富
山
駅

か
ら
上
滝
線
に
乗
り
入
れ
、
岩
峅
寺
駅
ま
で

富
山
ラ
イ
ト
レ
ー
ル
を
運
行
す
る
プ
ラ
ン
も

検
討
中
だ
。
こ
れ
が
実
現
す
る
と
、
岩
瀬
浜

か
ら
岩
峅
寺
ま
で
、
日
本
最
長
の
約
26
㎞
の

Ｌ
Ｒ
Ｔ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
誕
生
す
る
。

「
上
滝
線
の
Ｌ
Ｒ
Ｔ
化
に
つ
い
て
は
、
い

く
つ
か
課
題
が
残
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
が
実

現
で
き
れ
ば
、
富
山
が
ま
さ
に
Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
ま

ち
に
な
る
」（
稲
田
経
営
企
画
部
長
）

　利
用
者
に
と
っ
て
の
使
い
や
す
さ
を
追
求

最
後
に
地
鉄
独
自
の
取
り
組
み
を
紹
介
し

た
い
。
市
民
に
と
っ
て
の
利
便
性
向
上
を
目

指
し
「
活
性
化
事
業
」
と
い
う
大
き
な
外
科

手
術
を
行
っ
て
い
る
の
が
富
山
市
だ
と
す
れ

ば
、
地
鉄
は
ホ
ー
ム
ド
ク
タ
ー
的
な
細
や
か

な
手
当
て
で
使
い
や
す
さ
を
追
求
し
て
い
る
。

そ
の
一
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
が
乗
車

券
の
企
画
だ
。
学
生
を
対
象
に
し
た
「
学

期
定
期
」
は
、
月
単
位
で
は
な
く
1
～
３
学

期
の
学
期
単
位
で
購
入
で
き
る
定
期
券
。
鉄

道
・
市
電
全
線
フ
リ
ー
の
「
学
生
フ
リ
ー
定

期
」
は
、
通
学
だ
け
で
は
な
く
塾
や
習
い
事

な
ど
に
も
使
え
る
と
人
気
が
高
い
。
い
ず
れ

も
従
来
の
通
学
定
期
よ
り
割
引
率
が
高
く
設

定
さ
れ
て
い
る
。「
電
車
全
線
フ
リ
ー
定
期
」

「
市
電
・
バ
ス
全
線
フ
リ
ー
定
期
」、
63
歳
以

上
が
対
象
の
「
ゴ
ー
ル
ド
パ
ス
」
な
ど
、
一

般
を
対
象
に
し
た
お
得
な
定
期
券
も
目
を
引

く
。
沿
線
の
観
光
施
設
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
た

企
画
乗
車
券
も
種
類
が
豊
富
だ
。

地
鉄
の
市
内
電
車
と
バ
ス
、
富
山
ラ
イ
ト

レ
ー
ル
が
乗
り
放
題
に
な
る
「
１
日
フ
リ
ー

き
っ
ぷ
」（
２
種
類
）
は
富
山
市
内
観
光
に
欠

か
せ
な
い
。

「
利
用
客
に
と
っ
て
使
い
勝
手
が
い
い
か

ど
う
か
。
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
、
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
に
合
わ
せ
て
選
べ
る
よ
う
に
、
お
得
で

魅
力
あ
る
商
品
を
揃
え
て
い
き
た
い
」
と
辻

川
取
締
役
営
業
部
長
は
抱
負
を
語
る
。

も
ち
ろ
ん
、
ハ
ー
ド
の
部
分
で
の
手
当
て

も
必
要
だ
。
軌
道
線
に
つ
い
て
は
「
市
内
電

車
環
状
線
化
事
業
」
に
伴
っ
て
既
設
部
分
の

整
備
を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、
富
山
大
橋
を

架
け
替
え
、
安
野
屋
か
ら
大
学
前
ま
で
の
単

線
1
・
2
㎞
を
複
線
化
す
る
予
定
で
、
こ
の

事
業
が
完
了
す
れ
ば
市
内
電
車
の
在
来
線
は

す
べ
て
複
線
に
な
る
。
停
留
所
に
つ
い
て
も
、

「
防
雨
、
防
雪
対
策
と
し
て
屋
根
付
き
の
停

留
所
を
整
備
」（
辻
川
取
締
役
営
業
部
長
）
す

る
な
ど
し
て
利
便
性
の
向
上
に
努
め
て
い
る
。

さ
ら
に
、
老
朽
化
し
た
車
両
や
駅
舎
の
更

新
も
着
手
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
と
し

て
捉
え
て
い
る
。

「
た
だ
、
現
時
点
で
は
体
力
を
つ
け
る
こ
と

が
先
決
。
行
政
と
連
携
し
、
公
共
交
通
事
業

者
の
体
力
を
つ
け
る
よ
う
な
制
度
の
適
用
、

補
助
金
を
受
け
つ
つ
、
使
命
を
果
た
し
て
い

き
た
い
」（
稲
田
経
営
企
画
部
長
）

「
一
県
一
市
街
化
」
理
念
の
下
、
富
山
の

人
々
に
「
ち
て
つ
」
と
呼
ば
れ
親
し
ま
れ
て

い
る
富
山
地
方
鉄
道
は
、
地
域
公
共
交
通
事

業
者
の
使
命
と
責
任
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
強

く
感
じ
て
い
る
よ
う
だ
。
地
域
へ
の
貢
献
に

向
か
っ
て
、
走
り
続
け
る
。

［車がなくても暮らしやすいコンパクトなまちづくり］
富山市のまちづくり政策と富山地方鉄道
特集

富山大橋を走る市内電車。新しい橋では複線化になる。

市内電車はまちの風景でもある。 富山市の新しいシンボル、富山ライトレール。
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公
民
連
携
の
総
力
戦
で
取
り
組
む

富
山
市
と
富
山
地
鉄
が
取
り
組
む
ま
ち
づ

く
り
は
都
市
交
通
と
都
市
整
備
の
一
体
型
成

功
モ
デ
ル
と
し
て
、
全
国
の
市
町
村
や
交
通

事
業
者
か
ら
注
目
を
集
め
て
い
る
。
公
共
交

通
を
活
用
し
た
新
た
な
都
市
構
想
は
、
慢
性

赤
字
に
苦
し
む
地
方
鉄
軌
道
に
と
っ
て
は
再

生
の
道
し
る
べ
と
な
り
、
将
来
的
な
不
安
を

抱
え
る
地
方
都
市
に
と
っ
て
は
疲
弊
著
し
い

中
心
部
に
賑
わ
い
を
取
り
戻
し
発
展
さ
せ
る

好
機
と
な
る
か
ら
だ
。

地
方
鉄
道
の
現
状
は
厳
し
い
。
日
本
民
営

鉄
道
協
会
加
盟
73
社
の
う
ち
、
大
手
民
鉄
と

大
都
市
高
速
鉄
道
を
除
く
46
社
の
旅
客
輸
送

人
員
は
、
昭
和
50
年
か
ら
平
成
16
年
の
約
30

年
間
で
約
65
％
に
ま
で
低
下
し
て
い
る
。
各

社
は
コ
ス
ト
削
減
に
努
め
、
増
客
策
に
取
り

組
ん
で
き
た
が
、
そ
の
７
割
以
上
が
慢
性
的

な
経
営
難
に
陥
っ
て
い
る
。
コ
ス
ト
削
減
に

よ
る
サ
ー
ビ
ス
低
下
で
乗
客
数
が
さ
ら
に
減

少
す
る
と
い
う
負
の
ス
パ
イ
ラ
ル
現
象
が
マ
イ

カ
ー
依
存
を
加
速
さ
せ
続
け
て
い
る
。

交
通
事
業
者
が
疲
弊
す
る
一
方
で
、
行
政

サ
イ
ド
も
、
少
子
高
齢
社
会
の
本
格
化
、
市

街
地
が
拡
大
す
る
中
で
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
が
増

加
し
環
境
負
荷
を
高
め
る
懸
念
、
都
市
機
能

の
拡
散
と
中
心
市
街
地
の
衰
退
、
施
設
の
維

持
管
理
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
コ
ス
ト
増

大
に
よ
る
都
市
財
政
の
圧
迫
な
ど
、
数
々
の

問
題
に
直
面
し
て
い
る
。

公
共
交
通
も
市
町
村
も
そ
れ
ぞ
れ
の
現
状

を
打
開
す
る
必
要
性
に
迫
ら
れ
て
い
る
。
ど

ち
ら
の
サ
イ
ド
か
ら
も
、
機
能
や
賑
わ
い
が

拡
散
し
た
地
方
都
市
の
あ
り
方
が
問
わ
れ
、

変
革
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
だ
。

都
市
の
構
造
を
、
現
在
の
拡
散
型
か
ら
集

約
型
に
変
え
る
。「
歩
い
て
暮
ら
せ
る
コ
ン
パ

ク
ト
な
集
約
型
都
市
構
造
」
へ
の
再
編
が
必

要
と
な
っ
て
い
る
。

「
そ
れ
に
は
、
や
は
り
公
共
交
通
が
課
題
と

な
っ
て
く
る
。
公
共
交
通
と
市
街
地
整
備
、

土
地
利
用
な
ど
の
ま
ち
づ
く
り
を
一
緒
に
や
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
総
力
戦
で
取

り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
国

土
交
通
省
都
市
・
地
域
整
備
局
街
路
交
通
施

設
課
の
吉
田
信
博
企
画
専
門
官
は
語
る
。

「
総
力
戦
」
と
は
、
多
様
な
分
野
の
関
係

施
策
の
連
携
を
強
め
、
地
方
公
共
団
体
等
の

行
政
機
関
と
交
通
事
業
者
等
の
民
間
事
業
者

が
、
ひ
と
つ
の
目
標
を
共
有
し
て
展
開
し
て

い
く
「
取
り
組
み
」
だ
。

集
約
型
都
市
構
造
に
基
づ
く
都
市
を
実
現

す
る
た
め
に
、
交
通
の
整
備
と
市
街
地
の
整

備
を
、
両
面
か
ら
相
互
に
連
携
し
つ
つ
、
取

り
組
ん
で
い
く
。
交
通
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

市
町
村
が
ま
ち
づ
く
り
に
必
要
な
公
共
交
通

を
主
体
的
に
計
画
し
、
公
益
性
の
高
い
路
線

に
つ
い
て
は
民
間
事
業
者
の
力
を
活
用
す
る
。

財
政
支
援
や
地
域
の
支
援
等
を
得
て
、
整
備
・

運
営
す
る
。
国
は
考
え
方
や
取
り
組
み
方
、

連
携
の
仕
方
を
提
示
し
つ
つ
公
的
支
援
等
を

用
意
す
る
。公
が
主
体
と
な
っ
て
進
め
る
形
だ
。

他
方
、
市
街
地
整
備
に
つ
い
て
は
、
公
共

交
通
沿
線
上
に
集
約
拠
点
を
形
成
す
る
。
居

住
を
は
じ
め
と
す
る
都
市
機
能
の
集
約
を
図

公
共
交
通
の
衰
退
と
市
街
地
拡
大
に
よ
る
都
市
機
能
の
拡
散
は
富
山
市
だ
け
で
は
な
く
﹆

全
国
の
都
市
が
抱
え
る
共
通
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

国
は
﹆
都
市
交
通
と
市
街
地
整
備
を
一
体
化
し
た
集
約
型
都
市
構
造
に
基
づ
く

都
市
像
の
実
現
を
目
指
し
て
﹆
地
域
の
関
係
者
で
連
携
し
て

戦
略
的
に
取
り
組
む
こ
と
を
提
唱
し
﹆
支
援
す
る
制
度
を
設
け
た
。

自
ら
が
﹁
こ
う
あ
り
た
い
﹂
と
願
う
都
市
の
実
現
に
向
け
て
﹆

公
民
連
携
で
取
り
組
み
﹆
国
が
支
え
る
。

全
国
各
地
で
﹁
ま
ち
﹂
が
動
き
出
し
て
い
る
。

国
土
交
通
省
都
市
・
地
域
整
備
局
街
路
交
通
施
設
課 

吉
田
信
博
企
画
専
門
官
に

お
話
を
う
か
が
っ
た
。

「
総
合
交
通
戦
略
」の
推
進

総
力
戦
で

集
約
型
都
市
構
造
を

実
現
す
る
。

国土交通省　都市・地域整備局
街路交通施設課　企画専門官

吉田信博
Nobuhiro YOSHIDA

取材・文◉茶木　環（ジャーナリスト）
撮影◉織本知之

CLOSE UP
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り
、
公
共
投
資
と
と
も
に
民
間
事
業
者
に
よ

る
市
街
地
整
備
を
促
進
す
る
。
公
民
連
携
に

よ
る
公
共
的
空
間
の
確
保
も
行
う
。

公
共
交
通
と
い
え
ば
、
こ
れ
ま
で
は
民
間

事
業
者
が
担
う
も
の
と
い
う
認
識
だ
っ
た
が
、

そ
れ
を
公
が
牽
引
す
る
。
反
対
に
市
街
地
整

備
は
公
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
が
、
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
は
公
が
行
う
も
の
の
、
具
体
的
な
実
現

は
民
に
シ
フ
ト
す
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
に

踏
み
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
連
携
を
強
め
る
と

い
う
考
え
方
だ
。

総
合
的
な
都
市
交
通
の
戦
略
の
推
進

都
市
交
通
施
策
と
ま
ち
づ
く
り
施
策
が
連

携
し
て
戦
略
的
に
展
開
さ
れ
て
い
く
わ
け
だ

が
、
こ
こ
で
は
そ
の
取
り
組
み
方
に
つ
い
て

紹
介
し
た
い
。

国
土
交
通
省
で
は
「
都
市
・
地
域
総
合
交

通
戦
略
」の
推
進
を
提
示
し
て
い
る（
図
1
）。

都
市
交
通
施
策
を
集
約
型
都
市
構
造
実
現
の

た
め
の
主
要
な
施
策
と
し
て
位
置
づ
け
、
総

合
的
か
つ
戦
略
的
に
推
進
す
る
ス
キ
ー
ム
だ
。

ま
ず
、
関
係
者
に
よ
る
協
議
会
を
設
置
す

る
。
協
議
会
は
総
合
的
な
交
通
の
あ
り
方
、

必
要
な
施
策
、
実
施
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
検
討
し
、

戦
略
を
立
案
。
ハ
ー
ド
施
策
と
ソ
フ
ト
施
策

を
組
み
合
わ
せ
た
戦
略
を
策
定
す
る
。
そ
し

て
戦
略
の
実
施
と
な
る
わ
け
だ
が
、
こ
の
3

段
階
に
そ
れ
ぞ
れ
、
国
に
よ
る
支
援
制
度
が

設
置
さ
れ
て
い
る
。
戦
略
策
定
へ
の
支
援（
都

市
・
地
域
総
合
交
通
戦
略
策
定
調
査
等
）、

戦
略
に
基
づ
く
取
り
組
み
へ
の
総
合
的
な
支

援
（
総
合
交
通
戦
略
推
進
事
業
、
都
市
交
通

シ
ス
テ
ム
整
備
事
業
等
）、
戦
略
的
な
モ
ビ
リ

テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
実
現
へ
の
支
援
（
先

導
的
都
市
環
境
形
成
促
進
事
業
等
）
だ
。

地
域
関
係
者
が
一
丸
と
な
っ
て
総
合
的
な

交
通
戦
略
を
練
り
、
国
が
そ
れ
を
支
援
す
る
。

そ
し
て
、
そ
の
都
市
（
地
域
）
が
目
指
す
総

合
的
な
交
通
を
実
現
し
て
い
く
。
総
力
戦
で

あ
る
だ
け
に
、
地
域
も
公
民
連
携
の
幅
広
い

視
野
に
立
っ
て
将
来
像
を
見
据
え
る
こ
と
が

で
き
、
国
か
ら
の
多
岐
に
わ
た
る
支
援
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
う
し
た
戦
略
策
定

へ
の
取
り
組
み
は
現
在
、
36
都
市
（
都
市
圏

を
含
む
）
で
進
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
う
ち

26
都
市
の
「
総
合
交
通
戦
略
」
が
今
年
度
中

に
ま
と
ま
る
予
定
だ
と
い
う
。

全
国
で
進
む
Ｌ
Ｒ
Ｔ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

こ
う
し
た
戦
略
実
施
の
一
手
法
に
「
Ｌ
Ｒ

Ｔ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
図
2
）
が
あ
る
。
国
土

交
通
省
各
局
の
連
携
の
も
と
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
導

入
を
総
合
的
に
支
援
す
る
事
業
と
し
て
ま
と

め
ら
れ
た
も
の
だ
。

［車がなくても暮らしやすいコンパクトなまちづくり］
富山市のまちづくり政策と富山地方鉄道
特集

T
P&R

C&R
T

都市圏

環状道路整備

バ
ス
路
線
再
編

自
転
車
道
整
備

歩行者
空間
歩行者
空間

行政界
鉄道

中心
市街地

駅

大学

P&R パークアンドライド
C&R サイクルアンドライド
T トランジットセンター
LRT：次世代型路面電車
BRT：専用・優先レーン走行による
　　　低床連節バスシステム等

市役所
基幹病院

自転車道整備

歩行者歩行者歩行者歩行者
空間空間空間空間

P&R
大学

自転車

交通結節点整備

T

コミュニティーバス

バス走行環境の改善

市役所市役所
賑わいある歩行者空間

LRT・BRT等の
公共交通導入

公共交通機関
相互の
同一ホーム
乗換施設

総合交通戦略の推進イメージ

図 1 都市・地域総合交通戦略による取り組みのイメージ

●都市・地域が目指す姿を実現するため、総合的な交通のあり方、必要となる施策、
　実施プログラムなどについて検討

●関係者が戦略の実行を担保し実践
●戦略に基づく施策を目標期間内に実施

歩行者・自転車環境改善、LRT や多様なバスの走行空間整備、
交通結節点改善、駐車場整備、交差点改良等

徒歩・自転車・自家用車・公共交通適正分担のためのマネジメント、
バス路線再編による利便性確保と効率的運営、
戦略の実施に伴う社会実験等

●協議会等において関係者が一丸となった戦略を策定

国
か
ら
の
支
援

都市・地域が目指す総合的な交通の姿を実現

戦略の策定を
支援

戦略的なモビリティ・
マネジメント実現
への支援

戦略に基づく
取り組みを
総合的に支援

戦
略
の
立
案

戦
略
の
策
定

戦
略
の
実
施

都道
府県 市町村 道　路

管理者 警察 交　通
事業者

地元
団体

関係
者等協議会

●ハード施策：

●ソフト施策：
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し
た
連
携
の
中
で
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と

る
の
は
誰
な
の
か
。

「
そ
れ
は
や
は
り
県
か
市
か
、
公
共
団
体

で
あ
る
べ
き
」
と
吉
田
企
画
専
門
官
は
指
摘

す
る
。「
ま
ち
づ
く
り
と
し
て
取
り
組
む
の
で
、

費
用
負
担
も
受
益
も
、
市
が
一
番
多
く
な
る

は
ず
。
そ
う
し
た
と
こ
ろ
が
一
生
懸
命
に
な
っ

て
関
係
者
の
合
意
形
成
を
行
う
こ
と
が
最
も

重
要
に
な
る
」
と
言
う
。

ま
た
、
多
額
の
税
金
を
投
入
す
る
う
え
で

は
、
住
民
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
得
る
こ
と
も
ポ

イ
ン
ト
に
な
る
。

「
こ
れ
ま
で
、
鉄
道
事
業
と
い
う
の
は
、
あ

く
ま
で
民
間
企
業
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
強

く
、
民
間
が
利
益
を
得
る
分
野
に
税
金
を
投

入
す
る
こ
と
に
違
和
感
を
抱
く
人
も
ま
だ
多

い
。
ま
た
、
赤
字
事
業
に
市
が
介
入
す
る
こ

と
に
も
納
得
で
き
な
い
人
も
い
る
。
そ
う
い

う
意
識
を
転
換
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
吉
田

企
画
専
門
官
は
語
る
。「
な
ぜ
、こ
の
鉄
道
が
、

な
ぜ
こ
の
軌
道
が
、
地
域
に
と
っ
て
必
要
な

の
か
。
そ
の
議
論
を
、
市
民
を
含
め
た
地
域

関
係
者
で
重
ね
て
い
く
中
で
、
合
意
が
形
成

さ
れ
、
体
系
的
な
利
用
促
進
策
を
見
い
だ
し

推
進
し
て
い
く
」

合
意
形
成
も
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
総
合
的
な

都
市
交
通
戦
略
の
カ
ギ
は
「
こ
う
あ
り
た
い
」

と
い
う
都
市
の
目
標
像
が
明
確
で
、
分
か
り

や
す
い
こ
と
だ
。
都
市
像
を
ど
う
描
き
、
そ

れ
を
ど
う
実
現
す
る
か
を
、
リ
ー
ド
し
て
い

く
こ
と
が
市
町
村
の
重
要
な
役
割
と
な
る
。

「
富
山
市
の
ケ
ー
ス
で
は
、
森
市
長
の
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
、﹃
ま
ち
を
再
構
築
し
て

賑
わ
い
を
取
り
戻
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
た
め
に
は
公
共

交
通
は
ぜ
ひ
と
も
必

要
だ
﹄
と
い
う
合
意

形
成
が
で
き
た
こ
と

が
成
功
に
つ
な
が
っ

た
」国

が
支
援
す
る

「
総
合
交
通
戦
略
」

は
、
決
し
て
富
山
市

の
よ
う
な
フ
ル
セ
ッ

ト
型
だ
け
で
は
な
い
。

「
規
模
を
問
わ
ず
、

さ
ま
ざ
ま
な
交
通

モ
ー
ド
を
組
み
合
わ

せ
た
ま
ち
づ
く
り
で

あ
れ
ば
応
援
す
る
。

例
え
ば
、
駅
周
辺
の

整
備
や
歩
行
者
・
自

転
車
の
空
間
整
備
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ

ス
の
運
行
な
ど
、
回

遊
性
や
ア
ク
セ
ス
利
便
性
を
高
め
る
計
画
な

ど
も
推
進
し
て
ほ
し
い
」

さ
ま
ざ
ま
な
戦
略
の
事
例
が
挙
が
っ
て
く

れ
ば
、
将
来
像
を
な
か
な
か
つ
か
め
ず
に
い

る
市
町
村
に
と
っ
て
も
参
考
に
な
る
。
全
国

的
に
ま
ち
づ
く
り
戦
略
が
波
及
し
て
い
く
こ

と
も
期
待
さ
れ
る
。

「
ま
ち
の
魅
力
を
高
め
て
い
こ
う
と
す
れ
ば

公
共
交
通
が
重
要
な
も
の
で
あ
る
と
、
見
直

さ
れ
る
こ
と
を
我
々
も
確
信
し
て
い
る
」

Ｌ
Ｒ
Ｔ
に
つ
い
て
も
、
現
在
は
公
共
団
体

が
公
共
交
通
に
力
を
入
れ
て
い
る
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
を
モ
デ
ル
に
し
て
い
る
が
、
成
功
例
が
増

え
る
に
つ
れ
て
、
今
後
は
日
本
型
の
も
の
が

形
成
さ
れ
て
い
く
に
違
い
な
い
。

公
共
交
通
が
事
業
者
の
も
の
で
あ
り
、
単

な
る
輸
送
手
段
で
あ
る
時
代
は
終
わ
っ
た
。

ま
ち
づ
く
り
の
装
置
と
し
て
公
共
交
通
が
息

づ
い
て
い
く
た
め
に
、
さ
ら
な
る
公
民
連
携

の
「
総
力
戦
」
が
必
要
と
な
る
に
違
い
な
い
。

地
元
協
議
会
と
し
て
交
通
事
業
者
、
自
治

体
、
有
識
者
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
他
、
国
（
地
方
整

備
局
・
運
輸
局
）
と
都
道
府
県
警
察
が
加
わ

り
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
協
議
会
を

設
置
す
る
。
関
係
主
体
間
で
合
意
が
形
成
さ

れ
、Ｌ
Ｒ
Ｔ
導
入
の
計
画
が
策
定
さ
れ
れ
ば
、

そ
の
計
画
の
実
施
に
つ
い
て
、
国
が
一
体
的

総
合
的
に
支
援
す
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
Ｌ
Ｒ
Ｔ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
第
1
号
が

富
山
市
の
富
山
ラ
イ
ト
レ
ー
ル
、
第
2
号
が

現
在
進
め
ら
れ
て
い
る
富
山
市
内
電
車
環
状

線
化
事
業
だ
。
ま
ち
づ
く
り
と
連
携
し
た
環

境
に
や
さ
し
い
都
市
交
通
と
し
て
注
目
を
集

め
て
い
た
Ｌ
Ｒ
Ｔ
だ
が
、
富
山
ラ
イ
ト
レ
ー

ル
の
成
功
で
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ
導
入
の
動
き
が
各
地

で
一
層
高
ま
っ
て
い
る
。

堺
市
と
福
井
市
で
も
Ｌ
Ｒ
Ｔ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
堺
は
新
設
で
、
堺

駅
と
堺
東
駅
の
2
拠
点
を
結
ぶ
バ
ス
路
線
を

Ｌ
Ｒ
Ｔ
に
す
る
計
画
、
福
井
は
市
内
中
心
部

を
走
る
路
面
電
車
の
Ｌ
Ｒ
Ｔ
化
等
を
推
進
す

る
。
既
存
の
交
通
イ
ン
フ
ラ
を
活
用
し
て
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
計
画
だ
。

こ
の
Ｌ
Ｒ
Ｔ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
り
、
10

都
市
程
度
に
Ｌ
Ｒ
Ｔ
を
導
入
し
た
い
と
国
交

省
で
は
考
え
て
い
る
。

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
は
公
共
団
体
が
と
る

と
こ
ろ
で
、
協
議
会
と
い
う
形
を
と
っ
て

も
、
現
実
的
な
場
面
で
は
意
見
の
相
違
や
利

益
相
反
な
ど
も
あ
り
、
一
丸
と
な
る
こ
と
が

難
し
い
場
合
も
あ
る
だ
ろ
う
。
で
は
、
こ
う

図2ＬＲＴプロジェクト
国土交通省

（都市・地域整備局、道路局、鉄道局）、
警察庁の連携のもと、ＬＲＴの整備に

対して総合的に支援。

＜総合的支援＞

ＬＲＴプロジェクト
推進協議会の設置

●人と環境にやさしい都市基盤施設と
　都市交通体系の構築

●利用しやすく高質な
　公共交通ネットワークの整備

●生き生きとした魅力ある都市の再生

計画について一体的・総合支援

合意形成と計画策定

事業者

国（運輸局・整備局）公安委員会

自治体 有識者・NPO

LRT総合整備事業

②速達性向上・輸送力増強 ③利便性の向上
④まちづくりとの連携 ⑤利用促進

①ハード整備に対する支援

都市交通システム整備事業（都市・地域整備局）

国1/3・地方公共団体2/3
LRTの施設（車両を除く）の整備に対する包括的な支援

路面電車走行空間改築事業／交通結節点改善事業
（道路局、都市・地域整備局）

国1/2・地方公共団体1/2
LRTの走行空間（走行路面・停留所等）の整備に対する支援

LRTシステム整備費補助（鉄道局）

国1/4、1/3※・地方公共団体1/4、1/3※・鉄軌道事業者1/2、1/3※

LRTの施設（低床式車両、制振レール、車庫、変電所等）
の整備に対して補助

※地域公共交通活性化再生法の総合連携計画に基づく軌道運送高度化事業に
　対して補助率をかさ上げ
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［車がなくても暮らしやすいコンパクトなまちづくり］
富山市のまちづくり政策と富山地方鉄道
特集

計画実現に向けて一括支援

　地域公共交通の問題を事業者任せにしていては支えきれな
い時代がきています。地域公共交通活性化については、地域
の関係者全体で、地域の問題として考えてもらうことが必須
です。その取り組みを支援する「地域公共交通活性化・再生法」
が昨年の 10 月に施行になり、さらに、予算面では本年度「地
域公共交通活性化・再生総合事業（総合事業）」の新設により、
幅広く柔軟に支援できるようになりました。
　総合事業の今年度予算は 30 億円で、３次に分けて公募し
ています。既に１次を３月に、２次を６月に実施していますが、
１次には 171 件（調査事業 112 件・計画事業 59 件）、２次
には 43 件（調査事業 35 件・計画事業８件）の応募がありま
した。事業の内訳としては、やはりバス関係が多く、鉄道関係（第
３セクターを含む）では、調査事業で和歌山電鐵貴志川線や
福井鉄道など８件、計画事業では関東鉄道や広島電鉄など９
件の応募があり、それぞれ認定を受けています。
　非常に厳しい状況にある地方鉄道からはかなりの応募があ
るのではないかと予想していましたが、思いのほか、応募が
少ないというのが我々の率直な印象です。この補助は利用促
進について関係者全体が取り組むというもので、老朽化の更
新は補助対象にはならない。地方鉄道の場合は、インフラの
老朽化対策を優先しなければならないなど、簡単には利用促
進事業に取り組めない事情があるのかもしれません。しかし、
老朽化対策に自治体の支援などを受けられるか否かも、地域
住民が利用促進に取り組んでいるか、多くの人が利用してい
るかということが重要な判断要素になると思います。現在の、
利用者が少ない、サービス水準が低い、老朽化が進むといっ
た悪循環から脱却するためにも、利用促進や活性化に目を向
けて前向きに取り組んでいただきたいと思います。

地域住民の意識変革を行っていくことが必要

　国土交通省としては、地方鉄道の利用促進に向けて鉄道局
に「地域鉄道相談室」を設置して様々な相談に対応する体制
を整備するなど鉄道事業者を積極的に支援していきたいと思
います。また、上田電鉄別所線や北近畿タンゴ鉄道など地域

の関係者が主体的に地方鉄道の存続・利用促進に取り組んだ
ことにより、良い方向に進んでいるケースも各地で見られます
ので、これらの事例集も示していきたいと考えています。
　これまで地方鉄道の皆さんは、コスト削減の他、ダイヤ改
正、企画乗車券、イベント列車の運行など、サービス改善に
並々ならぬ努力をされてきたと思います。けれどもどんなに利
便性を高めても、ライバルがマイカーである限り、ドア・ツー・
ドアの便利さにはかないません。マイカーから公共交通への
シフトを図るには、事業者の皆さんが鉄道の利便性向上など
に取り組むだけでは難しいと思います。
　今後は、利便性の向上と同時一体的に住民の意識改革を図
ることが重要なポイントだと思います。マイカーへの過度な
依存は渋滞や CO2 など環境負荷にもつながります。少子高
齢化で車を使えないお年寄りが増えると、福祉分野での問題
も生じます。そうしたことを地域の皆さんに理解していただ
き意識改革をしてもらい、行政・住民も含めた地域全体で地
方鉄道の活性化に取り組むことが必要と考えています。例え
ば、地域住民にダイヤや路線図を配り「鉄道はエコにもいいし、
事故も少ないし、渋滞もない」ことをアピールする。マイカー
だけに依存していては地域のコミュニティーがなくなり、街が
廃れていくことを説明する。地域振興も含めて地域住民に考
えてもらう。そうした住民の意識改革の取り組みを行っていく
ことが、今後の一番のポイントになると思います。
　さらに、従来型の利用促進策にとどまらず、沿線に図書館・
病院等などの多くの人々が来訪する施設を誘致したり、商店
街と共同でエコポイント制度を実施したり、駅前に駐車場・
駐輪場を整備するなど、様々な処方箋を組み合わせて、公共
交通の利用促進を進めてほしいと思います。
　鉄道事業者の方々の並々ならぬ努力は分かります。ぎりぎ
りまでコスト削減して頑張っている。ただ、そのために、利用
実態を研究したり、住民や自治体を巻き込んだ新しい企画を
考えたり、実行する人材がいなくなってしまっている。自分た
ちだけで頑張って何かをやっても成果が出なくて意気消沈し
ているところもあるでしょう。
　国の制度をうまく活用して、少しベクトルを変えてほしい。
これからは交通事業者単体の努力ではなく、地域の関係者み
んなで協力して地域の公共交通を支えていく時代です。

地域関係者全体で
公共交通活性化を
実現していく時代へ。
公共交通の将来は地域全体の問題となっている。
国としての中長期の公共交通の支援策について、
国土交通省総合政策局交通計画課�野俣光孝課長にお話しいただいた。

国土交通省総合政策局
交通計画課長　

野俣光孝
Mitsuyoshi NOMATA



　

昔
か
ら
路
面
電
車
が
大
好
き
だ
っ
た
。
普
通

の
自
動
車
と
い
っ
し
ょ
に
、
道
路
を
と
こ
と
こ

と
走
っ
て
い
る
姿
が
お
気
に
入
り
だ
っ
た
の

だ
。

　

岡
山
市
に
も
路
面
電
車
が
走
っ
て
い
る
。
わ

た
し
が
生
ま
れ
た
の
は
岡
山
市
か
ら
北
東
に

五
十
キ
ロ
以
上
離
れ
た
小
さ
な
温
泉
町
な
も
の

だ
か
ら
、
な
か
な
か
、
路
面
電
車
に
乗
る
機
会

は
な
か
っ
た(

今
の
よ
う
に
、
各
戸
に
一
台
、

い
や
、
各
個
に
一
台
、
車
が
あ
る
と
い
う
時
代

で
は
な
く
、
道
路
事
情
も
す
こ
ぶ
る
悪
か
っ
た

の
だ)

。
そ
の
ぶ
ん
、
岡
山
に
出
て
、
路
面
電

車
に
乗
れ
た
と
き
の
嬉
し
さ
と
い
っ
た
ら
、
文

字
通
り
、
胸
が
膨
ら
む
思
い
が
し
た
も
の
だ
。

　

岡
山
市
に
は
デ
パ
ー
ト
も
動
物
園
も
あ
っ
た

か
ら
、
デ
パ
ー
ト
の
最
上
階
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で

見
知
ら
ぬ
異
国
の
旗
が
飾
ら
れ
て
い
る
お
子
様

ラ
ン
チ
や
パ
フ
ェ
を
食
べ
る
の
も
、
屋
上
の
子

ど
も
ラ
ン
ド
で
観
覧
車
に
乗
る
の
も
、
動
物
園

で
象
に
餌
を
や
る
の
も
、
そ
れ
は
も
う
楽
し
い

楽
し
い
出
来
事
で
は
あ
っ
た
の
だ
。

　

だ
け
ど
、小
さ
な
わ
た
し
の
心
を
膨
ら
ま
せ
、

弾
ま
せ
、
せ
つ
な
い
ほ
ど
ど
き
ど
き
さ
せ
た
の

は
、
路
面
電
車
だ
っ
た
。
チ
ン
と
い
う
鉦
の
音

と
と
も
に
、
箱
形
の
電
車
が
動
き
出
す
。
わ
た

し
は
靴
を
脱
ぎ
、
座
席
に
膝
を
つ
き
、
窓
に
額

を
く
っ
つ
け
る
よ
う
に
し
て
、
ゆ
っ
く
り
と
過

ぎ
て
い
く
街
の
風
景
に
見
入
っ
て
い
た
。
幼
い

と
き
の
至
福
の
思
い
出
は
、
路
面
電
車
と
と
も

に
あ
る
。
そ
れ
く
ら
い
、
好
き
だ
っ
た
。

　

だ
け
ど
、
わ
た
し
は
大
人
に
な
っ
た
。
車
の

免
許
も
車
も
手
に
入
れ
た
。
岡
山
ま
で
の
道
路

も
格
段
に
よ
く
な
っ
た
。
幼
い
こ
ろ
と
同
じ
街

に
住
ん
で
は
い
る
け
れ
ど
、
仕
事
で
岡
山
市

に
出
か
け
る
こ
と
も
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
あ
る
。
な

の
に
、
路
面
電
車
に
乗
る
こ
と
は
と
ん
と
な
く

な
っ
た
。
乗
り
た
い
と
も
思
わ
な
か
っ
た
。
あ

れ
ほ
ど
と
き
め
い
て
い
た
は
ず
の
胸
が
、
い
ま

だ
に
道
路
を
走
る
電
車
を
見
て
も
、
ぴ
く
っ
と

も
反
応
し
な
く
な
っ
た
の
だ
。

　

こ
れ
が
大
人
に
な
る
と
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ

う
か
。

　

そ
ん
な
こ
と
を
思
っ
た
と
き
、ふ
っ
と「
乗
っ

て
み
よ
う
か
」と
わ
た
し
が
わ
た
し
に
囁
い
た
。

ち
ょ
う
ど
、
仕
事
の
合
間
で
一
時
間
ほ
ど
時
間

が
空
い
た
の
だ
。
わ
た
し
は
、
路
面
電
車
に
乗

り
込
ん
だ
。

　
「
ど
ち
ら
ま
で
行
き
ん
さ
る
ん
」

　

乗
っ
て
す
ぐ
品
の
よ
い
お
婆
さ
ん
が
声
を
か

け
て
く
れ
た
。「
あ
…
…
一
応
、城
下
ま
で
で
す
」

と
答
え
た
。
お
婆
さ
ん
は
に
こ
に
こ
笑
い
な
が

ら
、
わ
た
し
に
蜜
柑
を
一
つ
く
れ
た
。
わ
た
し

の
横
に
い
た
四
歳
ぐ
ら
い
の
女
の
子
に
も
手
渡

し
た
。
女
の
子
は
行
儀
よ
く
「
あ
り
が
と
う
」

と
礼
を
言
っ
た
。
蜜
柑
を
手
に
も
っ
て
、
窓
の

外
を
じ
っ
と
見
て
い
る
。
何
十
年
前
の
わ
た
し

の
よ
う
に
。
あ
あ
、
こ
れ
だ
っ
た
ん
だ
と
気
が

つ
い
た
。
路
面
電
車
の
中
を
流
れ
る
、
こ
の
優

し
い
時
間
。
幼
い
わ
た
し
は
こ
の
時
間
に
惹
か

れ
て
い
た
ん
だ
と
。
ど
た
ば
た
走
り
回
る
日
々

の
中
で
忘
れ
て
い
た
時
間
が
こ
こ
に
は
ま
だ
、

あ
っ
た
。
何
て
す
て
き
な
こ
と
だ
ろ
う
。
蜜
柑

を
バ
ッ
グ
に
入
れ
、
わ
た
し
は
降
車
し
た
。
お

婆
さ
ん
と
女
の
子
が
さ
よ
う
な
ら
と
手
を
ふ
っ

て
く
れ
た
。

　

ま
た
乗
ろ
う
。
ゆ
っ
く
り
遠
ざ
か
っ
て
い
く

電
車
を
見
な
が
ら
、
久
し
ぶ
り
に
胸
が
膨
ら
ん

だ
。
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文・あさのあつこ
Atsuko ASANO
岡山県美作市生まれ。「バッテリー」で野間児童

文芸賞、「バッテリー２」で日本児童文学者協会

賞、「バッテリー１～６」で小学館児童出版文化

賞を受賞。同シリーズは累計で 900 万部を突破

する人気を誇る。また 2007 年には滝田洋二郎

監督により映画化。2008 年には NHK でテレビ

ドラマ化された。歴史小説やミステリーにも活

躍の幅を広げ、他の作品に『弥勒の月』『No. ６』『地

に埋もれて』『The MANZAI』など多数。郷里の

岡山で作家活動を続けている。

第
二
十
二
回

リ
レ
ー
エ
ッ
セ
イ

イラスト・岡林玲生

わ
た
し
と
路
面
電
車
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一
九
五
五
年
公
開
の
ア
メ
リ
カ
映
画
の
傑
作
で
あ
る
。
特
に
日
本
で
公
開
さ
れ
た
五
〇
年
代
と

リ
バ
イ
バ
ル
公
開
さ
れ
た
六
〇
年
代
に
青
春
を
迎
え
た
層
か
ら
は
、
今
で
も
圧
倒
的
な
人
気
が
あ

る
。
ま
た
筆
者
の
記
憶
が
正
し
け
れ
ば
、レ
ナ
ー
ド・ロ
ー
ゼ
ン
マ
ン
に
よ
る
そ
の
テ
ー
マ
音
楽
は
、

公
開
当
時
、
ラ
ジ
オ
の
ヒ
ッ
ト
パ
レ
ー
ド
で
ほ
ぼ
１
年
間
、
ト
ッ
プ
の
地
位
を
譲
ら
な
か
っ
た
と

思
う
。
戦
後
の
ス
ー
パ
ー
ヒ
ッ
ト
作
品
の
一
つ
で
あ
る
。

「
エ
デ
ン
の
東
」
公
開
の
前
年
、マ
ー
ロ
ン・ブ
ラ
ン
ド
を
起
用
し
た
「
波
止
場
」
で
ア
カ
デ
ミ
ー

賞
を
総
な
め
に
し
た
脂
の
乗
り
切
っ
た
頃
の
エ
リ
ア
・
カ
ザ
ン
監
督
が
ス
タ
イ
ン
ベ
ッ
ク
の
同
名

の
小
説
を
映
画
化
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
映
画
が
こ
れ
だ
け
有
名
に
な
っ
た
の
は
、
主
演
の

ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
デ
ィ
ー
ン
の
魅
力
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
作
品
は
脚
本
、
演
出
な
ど
ど
れ
も

水
準
が
高
い
が
、
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
デ
ィ
ー
ン
の
演
技
が
そ
れ
ら
の
中
で
も
際
立
っ
て
い
る
。

ス
ト
ー
リ
ー
は
、
聖
書
の
カ
イ
ン
と
ア
ベ
ル
の
物
語
を
題
材
に
、
舞
台
を
第
一
次
世
界
大
戦
頃

の
ア
メ
リ
カ
の
農
村
地
帯
に
移
し
、
謹
厳
な
父
の
下
、
善
良
な
ア
ー
ロ
ン
と
ひ
ね
く
れ
者
の
キ
ャ

ル（
ジ
ェ
ー
ム
ズ・デ
ィ
ー
ン
）の
兄
弟
同
士
と
父
親
と
の
葛
藤
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
。キ
ャ
ル
は
、

幼
い
頃
亡
く
な
っ
た
と
聞
か
さ
れ
た
母
（
ジ
ョ
ー
・
ヴ
ァ
ン
・
フ
リ
ー
ト 

ア
カ
デ
ミ
ー
助
演
女
優

賞
受
賞
）
が
実
は
隣
町
で
怪
し
げ
な
店
を
経
営
し
て
い
る
こ
と
を
突
き
止
め
る
が
、
純
情
な
ア
ー

「エデンの東」

孤独を抱えた青年の青春と家族の確執。
ジェームズ・ディーンの初主演作。

1946 年東京生まれ、69 年東大経済卒、
同年運輸省入省、人事課長、運輸審議
官等を経て、2002 年 8 月国土交通審議
官を退官。現在は財団法人運輸政策研
究機構・会長を務める。フィルム･コミッ
ション（FC）への取り組みなど、映画へ深
い情熱を注ぐ。

文・羽生次郎
text by  Jiro HANYU

22鉄道と映画

EAST OF EDEN

ロ
ン
に
は
教
え
な
い
。
父
と
の
間
の
溝
は
深
ま
り
、
愛
情
に
飢
え
た
キ
ャ
ル
は
、

父
が
事
業
で
失
っ
た
金
を
取
り
戻
す
こ
と
で
、
愛
情
を
得
よ
う
と
試
み
る
が
裏

目
に
出
る
。
自
暴
自
棄
に
な
っ
た
キ
ャ
ル
は
、
母
の
現
実
を
ア
ー
ロ
ン
に
突
き

つ
け
、
事
態
は
破
局
に
向
か
う
。

新
人
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
デ
ィ
ー
ン
の
演
技
あ
る
い
は
才
能
は
、
マ
ー
ロ
ン
・
ブ

ラ
ン
ド
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
エ
リ
ア
・
カ
ザ
ン
の
演
出
で
一
〇
〇
％
開

花
し
、
美
男
と
は
言
え
な
い
が
、
影
を
持
っ
た
荒
々
し
さ
と
時
折
見
せ
る
繊
細

さ
が
観
客
を
虜
に
し
て
い
る
。
今
回
改
め
て
こ
の
作
品
を
観
た
が
、
余
り
に
も

殺
伐
と
な
っ
た
現
在
の
標
準
で
見
る
と
主
人
公
キ
ャ
ル
の
行
っ
た
こ
と
は
、
そ

れ
ほ
ど
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
で
も
な
い
よ
う
に
思
え
る
。
し
か
し
、
そ
の
演
技
は
、

家
族
の
愛
に
飢
え
て
い
る
疎
外
さ
れ
た
若
者
の
寂
し
さ
を
表
現
し
て
お
り
、
今

見
て
も
第
一
級
で
あ
り
、
魅
力
も
衰
え
て
い
な
い
。
助
演
の
俳
優
た
ち
の
演
技

も
冴
え
て
お
り
、
戦
後
の
ア
メ
リ
カ
映
画
の
到
達
点
の
一
つ
で
あ
る
思
う
。

こ
の
映
画
は
、
い
わ
ゆ
る
鉄
道
映
画
で
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
三
回
映
し
出
さ
れ
る
鉄
道
の
場
面
は
、
い
ず
れ
も
大
変
重
要
な

意
味
を
持
っ
て
お
り
、
か
つ
印
象
的
で
あ
る
。
最
初
の
場
面
は
、
キ
ャ
ル
が
母

の
住
む
町
を
訪
ね
、
失
望
し
て
戻
っ
て
く
る
時
、
列
車
の
屋
根
の
上
で
寒
さ
か

ら
身
を
守
る
た
め
、
セ
ー
タ
ー
に
体
を
包
み
込
ん
で
丸
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の

場
面
は
、
キ
ャ
ル
の
心
象
と
ひ
弱
さ
を
現
し
て
い
る
よ
う
で
、
そ
の
印
象
は
極

め
て
強
い
。
今
回
再
見
す
る
ま
で
、
筆
者
は
、
こ
の
シ
ー
ン
が
映
画
の
出
だ
し

と
記
憶
し
て
い
た
ほ
ど
で
あ
る
。
二
回
目
は
、
鉄
道
の
ト
ラ
ブ
ル
に
よ
り
貨
車

が
止
ま
っ
て
し
ま
い
、
父
の
精
魂
傾
け
た
レ
タ
ス
が
貨
車
の
中
で
腐
っ
て
い
く

場
面
で
あ
る
。
最
後
は
、
絶
望
し
た
ア
ー
ロ
ン
が
、
軍
隊
に
入
る
た
め
列
車
で

去
る
場
面
で
あ
る
。
キ
ャ
ル
の
行
動
が
ア
ー
ロ
ン
に
い
か
な
る
破
局
を
も
た
ら

し
た
か
が
真
正
面
か
ら
残
酷
に
撮
ら
れ
て
い
る
。こ
の
よ
う
に
物
語
の
始
ま
り
、

展
開
、
結
果
を
描
く
シ
ー
ン
が
い
ず
れ
も
鉄
道
列
車
な
い
し
駅
を
舞
台
と
し
て

お
り
、
い
ず
れ
の
場
面
も
大
変
丁
寧
に
撮
ら
れ
て
、
見
応
え
十
分
で
あ
る
。

し
か
し
、
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
デ
ィ
ー
ン
の
前
で
は
、
こ
れ
ら
秀
逸
な
鉄
道
シ
ー

ン
す
ら
一
歩
譲
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
と
思
う
時
が
あ
る
。
ご
覧
に
な
っ
て
い
な

い
方
は
、
ぜ
ひ
見
て
い
た
だ
き
た
い
。

「エデンの東 」
1954 年・アメリカ映画
DVD 2枚組 ￥3,980（税込）
ワーナー・ホーム・ビデオ



から
くり
人形
細工
や茶
運び
人形
の実
物が
見ら
れる

から
くり
展示
館。から

くり
人形
細工
や茶
運び
人形
の実
物が
見ら
れる 豊臣秀吉が生まれた 1537 年に、織田信長の叔父信康

によって建立された犬山城。
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民鉄 　紀行
名
古
屋
市
と
県
北
部
を
結
ぶ

名
古
屋
鉄
道
は
愛
知
・
岐
阜
２
県
に
ど
っ
か
と
腰
を
下

ろ
し
、「
名
鉄
」
と
い
う
略
称
で
庶
民
の
足
と
し
て
親
し
ま

れ
て
い
る
。
明
治
27
年
の
創
業
以
降
、
20
数
社
に
お
よ
ぶ

地
元
鉄
道
会
社
と
の
合
併
集
合
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
民
鉄

で
は
日
本
第
３
位
の
路
線
長
が
、
め
ざ
ま
し
い
発
展
を
続

け
る
中
部
経
済
を
支
え
て
き
た
。

今
回
は
名
古
屋
と
県
北
部
の
観
光
文
化
都
市
犬
山
市
を

結
ぶ
「
犬
山
線
」
に
乗
る
こ
と
に
す
る
。
こ
れ
ま
で
行
く

チ
ャ
ン
ス
に
恵
ま
れ
な
か
っ
た
「
犬
山
城
」
と
「
博
物
館

明
治
村
」
を
、
初
秋
の
空
気
の
な
か
で
た
っ
ぷ
り
満
喫
し

て
み
た
い
と
旅
心
が
と
き
め
い
た
か
ら
だ
。

名
古
屋
駅
前
地
区
は
、
こ
こ
数
年
の
超
高
層
ビ
ル
林
立

で
す
っ
か
り
様
子
が
変
わ
っ
た
。
そ
の
ど
真
ん
中
に
あ
る

名
鉄
百
貨
店
で
ド
リ
ン
ク
と
菓
子
を
入
手
し
て
、
地
下
売

り
場
か
ら
名
鉄
名
古
屋
駅
の
コ
ン
コ
ー
ス
に
入
る
。
犬
山

線
は
名
古
屋
本
線
の
庄
内
川
を
渡
る
と
す
ぐ
の
枇び

わ杷
島じ
ま

信

号
場
が
起
点
だ
。
昔
の
「
枇
杷
島
橋
駅
」
の
跡
、
江
戸
時

代
は
美
濃
路
（
東
海
道
と
中
山
道
を
結
ぶ
脇
街
道
）
の
道

標
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
、
枇
杷
島
市
、
小
田
井
の
市
と
呼

ば
れ
る
青
物
市
で
大
層
に
ぎ
わ
っ
て
い
た
。
尾
張
城
下
へ

の
物
資
の
う
ち
、
木
綿
は
知ち
り
ゅ
う立

の
市
、
海
産
物
は
熱あ
つ

田た

、

そ
し
て
青
物
の
ほ
と
ん
ど
を
一
手
に
引
き
受
け
、
こ
こ
か

ら
の
犬
山
線
沿
い
は
肥
沃
な
穀
倉
地
帯
が
広
が
っ
て
い
た
。

い
ま
は
名
古
屋
市
交
通
局
の
地
下
鉄
・
鶴
舞
線
が
上
小
田

井
駅
に
接
続
し
て
い
て
、名
鉄
と
の
相
互
乗
り
入
れ
が
実
現
。

犬
山
線
か
ら
鶴
舞
線
、
赤
池
駅
か
ら
豊
田
線
へ
と
都
市
利
用

が
格
段
に
便
利
と
な
っ
た
た
め
、上
小
田
井
駅
か
ら
先
の
沿

線
に
は
マ
ン
シ
ョ
ン
や
新
興
住
宅
が
建
ち
並
ん
で
い
る
。

小
牧
長
久
手
の
合
戦
で
秀
吉
が
犬
山
城
に

特
急
が
停
車
す
る
「
江
南
駅
」
も
江
南
団
地
が
広
が
る

ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
だ
が
、
江
南
と
は
、
大
河
の
木
曽
川
か
ら

南
に
あ
る
町
と
い
う
の
が
語
源
ら
し
い
。
25
分
ほ
ど
で「
犬

山
駅
」
に
到
着
。
名
鉄
の
小
牧
線
や
広
見
線
と
も
こ
こ
で

接
続
す
る
が
、
隣
駅
の
「
犬
山
遊
園
駅
」
ま
で
足
を
延
ば

し
た
。
ホ
ー
ム
の
頭
上
に
お
サ
ル
が
描
か
れ
た
可
愛
い
モ

ノ
レ
ー
ル
が
あ
っ
て
、遊
園
地
と
世
界
サ
ル
類
動
物
園
「
日

本
モ
ン
キ
ー
パ
ー
ク
」
に
直
行
で
き
る
。

駅
か
ら
歩
い
て
す
ぐ
北
側
に
は
ゆ
っ
た
り
と
木
曽
川
が

流
れ
て
い
て
、
日
本
ラ
イ
ン
下
り
も
鵜
飼
の
船
乗
り
場
も

こ
こ
。
川
面
に
浮
か
ぶ
小
舟
の
群
れ
を
横
目
に
10
分
も
歩

く
と
城
前
の
広
場
に
つ
い
た
。
尾
張
の
小
京
都
と
呼
ば
れ

る
だ
け
に
史
跡
や
神
社
仏
閣
が
多
く
、
古
い
町
並
み
が
ノ

ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
な
懐
か
し
さ
を
漂
わ
せ
て
い
る
。
国
宝
の

犬
山
城
は
天
文
６
（
１
５
３
７
）
年
に
織
田
信
長
の
叔
父

信
康
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
城
で
、
ま
た
の
名
を
「
白は
く
て
い帝

城
」
と
呼
ぶ
。
小
牧
長
久
手
の
合
戦
で
豊
臣
秀
吉
が
12
万

余
の
大
軍
を
率
い
て
城
に
入
り
、
小
牧
山
に
陣
を
し
い
た

徳
川
家
康
と
戦
っ
た
こ
と
で
有
名
だ
が
、
国
宝
の
な
か
で

は
日
本
最
古
と
い
わ
れ
る
天
守
閣
４
階
へ
の
急
階
段
を
の

ぼ
っ
て
い
く
と
木
曽
川
か
ら
濃
尾
平
野
の
眺
望
が
開
け
る
。

晴
天
な
ら
遠
く
名
古
屋
の
ビ
ル
群
を
望
む
こ
と
も
で
き
る
。

城
か
ら
下
り
て
濃
尾
の
総
鎮
守
「
針
綱
神
社
」
を
参

拝
。
桜
花
爛
漫
の
４
月
に
催
さ
れ
る
犬
山
祭
に
は
、
高
さ

８
メ
ー
ト
ル
３
層
の
車や

ま山
13
輌
が
、「
奉
納
か
ら
く
り
」
を

演
じ
な
が
ら
ね
り
歩
き
、
夜
と
も
な
る
と
万
灯
で
飾
ら
れ

て
夜
空
に
浮
か
び
上
が
る
と
い
う
。

城
前
広
場
の
観
光
案
内
所
で
旅
情
報
を
入
手
し
て
「
か

江戸時代の町並みが残る、尾張の小京都。

愛知県と岐阜県に総営業距離約445㎞の路線網を擁する名古屋鉄道。
犬山線は、名古屋市と県北部のベッドタウンを結ぶ。
犬山線に乗って、観光都市として名高い犬山市を訪ねてみた。

連載
28

名古屋鉄道・犬山線
［枇杷島分岐点信号場～
��新鵜沼］



夏目漱
石の家

。

明治時
代の典

型的な
中流住

宅。

明治文化を今日に伝える博物館

明治村
。

2� MINTETSU AUTUMN 2008

民鉄 　紀行
ら
く
り
展
示
館
」
を
訪
ね
た
。
九
代
玉
屋
庄
兵
衛
氏
の

か
ら
く
り
人
形
細
工
の
実
演
や
、
お
な
じ
み
の
茶
運
び
人

形
の
実
物
も
見
学
で
き
る
し
、
実
際
に
か
ら
く
り
の
仕
掛

け
を
体
験
で
き
る
の
も
う
れ
し
い
。「
犬
山
文
化
資
料
館
」

に
入
る
と
ホ
ー
ル
に
は
犬
山
祭
で
曳
か
れ
る
車
山
２
輌
が

展
示
さ
れ
て
い
て
、
旧
犬
山
城
主
の
成
瀬
家
伝
来
の
貴
重

な
歴
史
史
料
が
拝
観
で
き
る
。

午
前
中
は
城
下
町
を
散
策
し
、
犬
山
駅
ま
で
も
ど
っ
て

「
博
物
館
明
治
村
」
行
き
の
バ
ス
に
飛
び
乗
っ
た
。
全
部

を
見
る
だ
け
で
も
１
日
で
は
足
り
な
い
よ
、
と
案
内
所
の

お
姉
さ
ん
に
ニ
コ
リ
と
さ
れ
た
か
ら
だ
。

博
物
館
・
明
治
村
を
探
訪　

維
新
の
夜
明
け
が
鎖
国
の
岩
戸
を
こ
じ
あ
け
、
数
条
の

光
が
文
明
開
化
の
大
輪
の
花
を
咲
き
誇
ら
せ
た
。
欧
米
の

文
物
や
制
度
が
流
入
し
、
石
や
煉
瓦
造
り
の
多
く
の
洋
風

建
築
が
世
の
中
の
変
化
を
体
感
さ
せ
た
に
違
い
な
い
が
、

美
し
い
明
治
建
築
も
時
代
の
流
れ
に
抗
す
る
す
べ
は
な
い
。

震
災
や
戦
災
な
ど
で
多
く
を
失
い
、
戦
後
の
都
市
開
発
が

終
焉
に
一
層
の
拍
車
を
か
け
て
取
り
壊
さ
れ
る
運
命
が
せ

ま
っ
た
。
と
こ
ろ
が
保
存
を
求
め
る
声
が
急
速
に
盛
り
上

が
っ
て
き
た
の
だ
。

入い
る

鹿か

池い
け

湖
畔
の
豊
か
な
自
然
の
な
か
に
博
物
館
明
治

村
が
開
村
し
た
の
は
昭
和
40
年
3
月
の
こ
と
。
解
体
予

定
の
建
造
物
の
中
か
ら
選
ん
で
順
次
移
築
復
元
を
行
っ

た
。
開
村
当
時
は
札
幌
電
話
交
換
局
や
京
都
聖
ヨ
ハ
ネ
教

会
堂
、
森
鷗
外
や
夏
目
漱
石
の
住
宅
や
電
車
な
ど
の

施
設
物
15
件
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、
い
ま
で
は
67
件
に
達

し
、
敷
地
も
2
倍
近
く
の
１
０
０
万
平
方
メ
ー
ト
ル
（
東

京
ド
ー
ム
の
21
個
分
）
に
広
が
っ
て
い
る
。

正
面
玄
関
で
「
乗
物
１
日
券
」
付
き
の
入
村
券
を
購
入
。

推
奨
の
コ
ー
ス
と
し
て
１
丁
目
か
ら
５
丁
目
ま
で
の
各
ガ

イ
ド
ツ
ア
ー
コ
ー
ス
の
ほ
か
、
重
要
文
化
財
コ
ー
ス
の
１

･

５
時
間
か
ら
、
ま
る
ご
と
明
治
村
コ
ー
ス
の
４
・
５
時
間

（
歩
行
約
７
キ
ロ
）
ま
で
あ
る
が
、
ま
ず
村
営
バ
ス
で
最

初
に
一
周
し
て
お
き
、
あ
と
か
ら
お
気
に
入
り
の
建
物
を

じ
っ
く
り
楽
し
む
。
こ
れ
が
大
人
の
知
恵
だ
と
観
光
案
内

所
で
教
え
て
も
ら
っ
た
の
が
役
立
っ
た
。
乗
物
１
日
券
で

10
分
間
隔
の
バ
ス
に
乗
る
と
路
線
の
建
物
紹
介
が
テ
ー
プ

で
流
れ
て
い
る
し
、
Ｓ
Ｌ
や
市
電
も
乗
り
放
題
だ
か
ら
間

違
い
な
く
お
得
だ
。

正
門
か
ら
の
バ
ス
終
点
は
ロ
イ
ド
・
ラ
イ
ト
作
の
帝
国

ホ
テ
ル
の
玄
関
で
、
写
真
で
し
か
み
た
こ
と
が
な
か
っ
た

か
ら
感
動
、感
激
。
お
腹
が
す
い
た
の
で
洋
食
屋「
浪
漫
亭
」

の
客
に
な
る
。
お
薦
め
の
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
は
激
辛
で
は
な

い
柔
ら
か
な
味
で
、
特
製
ス
ー
プ
と
も
ぴ
っ
た
り
の
明
治

の
味
だ
っ
た
。
ち
な
み
に
明
治
村
食
堂
な
ど
4
カ
所
で
食

事
が
で
き
る
し
、
喫
茶
店
や
汐
留
バ
ー
、
コ
ロ
ッ
ケ
や
カ

レ
ー
パ
ン
の
販
売
店
も
あ
る
。

明
治
時
代
の
蒸
気
機
関
車
に
乗
り
、
京
都
市
電
の
レ
ト

ロ
色
に
も
満
足
。
宇
治
山
田
郵
便
局
で
は
10
年
後
の
自
分

宛
の
手
紙
（
は
あ
と
ふ
る
レ
タ
ー
）
も
預
っ
て
も
ら
え
る
。

執
筆
業
の
端
く
れ
と
し
て
は
「
夏
目
漱
石
」「
森
鷗
外
」「
幸

田
露
伴
」「
小
泉
八
雲
の
避
暑
の
家
」
は
見
落
と
せ
な
い
の

で
自
然
に
足
が
早
く
な
っ
た
。

気
が
つ
く
と
腕
時
計
は
閉
園
の
午
後
5
時
を
指
し
て
い

る
。
聖
ザ
ビ
エ
ル
天
主
堂
が
薄
暮
の
空
に
シ
ル
エ
ッ
ト
に

な
っ
て
浮
か
ん
で
い
た
。
近
い
う
ち
に
も
う
一
度
チ
ン
チ

ン
電
車
に
乗
り
に
く
る
こ
と
に
な
り
そ
う
だ
。

明治という時代にタイムスリップする。

文・島　実蔵（ジャーナリスト・作家）

text by Zitsuzoh SHIMA
（社）日本ペンクラブ会員、企業フォーラム会員。著書に『大坂堂島米会所物語』（時事通信社）、

『タイムスリップ in 浪華 』（飛鳥書房）ほか。

写真・生田由美子
photographs by Yumiko IKUTA 



『大軌電車沿線案内［大軌電車沿線名所図絵］』
（昭和２（1927）年�大正名所図絵社）
大正 14（1925）年12月に発行した「大軌電車沿線案内」を
路線など一部改訂して発行。図絵裏の沿線案内文は大軌電車
運輸課が担当している。
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近
畿
日
本
鉄
道
（
近
鉄
）
の
前
身
と
も

い
え
る
大
阪
電
気
軌
道
（
大
軌
）
は
、
明

治
四
十
三
年
九
月
、
資
本
金
三
○
○
万
円

で
大
阪
と
奈
良
を
結
ぶ
路
線
を
敷
設
す
る

た
め
に
奈
良
軌
道
の
名
で
発
足
し
た
こ
と

に
始
ま
る
。

　

大
正
三
年
に
は
難
関
の
生い
こ
ま駒
ト
ン
ネ
ル

の
開
削
に
よ
り
最
初
の
路
線
、
大
阪
の
上

本
町
と
奈
良
間
（
現
・
奈
良
線
）
三
○
・

六
㌔
㍍
を
開
業
。
そ
の
後
、
大
正
十
年
に

天
理
軽
便
鉄
道
の
事
業
譲
渡
を
受
け
、
翌

年
に
は
生
駒
鋼
索
線
を
合
併
。
十
二
年
の

橿か
し

原は
ら

神
宮
方
面
へ
の
畝う
ね

傍び

線（
現
・
橿
原
線
）

全
通
、
昭
和
二
年
の
八
木
線
全
通
と
続
く

の
が
本
図
だ
。

　

さ
ら
に
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
伊
勢
へ

の
足
を
延
ば
す
た
め
参
宮
急
行
電
鉄
を
設

立
し
、
昭
和
六
年
に
は
宇
治
山
田
ま
で
開

通
（
本
図
で
は
計
画
線
。
現
・
大
阪
線
、

山
田
線
）。
大
阪
か
ら
伊
勢
神
宮
へ
の
日
帰

り
参
拝
を
可
能
に
し
て
い
く
（
名
古
屋
に

も
）「
大
近
鉄
」
へ
の
萌
芽
を
汲
み
取
れ
る

大
軌
電
車
沿
線
案
内

文
・
藤
本
一
美

text by Kazum
i FUJIM

O
TO

藤本一美
首都大学東京（都立大学）非常勤講師。日本国際地図学会常任委員。鳥瞰図・展望図資料室兼山岳情報資料室主宰。
近・現代の鳥瞰図絵師の作品収集と研究に精力的に取り組んでいる。近著に『旅と風景と地図の科学Ⅱ』（2006 年）がある。

連載─第❻回

大
軌
電
車
沿
線
名
所
図
絵
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彩
色
図
絵
で
も
あ
る
。

　

そ
の
後
の
路
線
拡
張
は
、
奈
良
電
鉄
、

信し

貴ぎ

生い
こ
ま駒
電
鉄
、
三
重
電
鉄
な
ど
と
の
合

併
へ
と
続
き
、
現
近
鉄
の
路
線
網
が
ほ
ぼ

確
立
し
て
い
く
の
だ
が
、
当
時
の
沿
線
状

況
は
、
主
に
初
三
郎
が
描
画
し
て
い
る
。

参
考
ま
で
に
作
品
を
列
挙
し
て
お
き
た
い
。

・「
伊
勢
電
鉄
御
案
内
」（
昭
和
二
年
）

・ 「
奈
良
電
気
沿
線
名
所
図
絵
」（
昭
和
三

年
）。
他
に
昭
和
十
五
年
版
も
。

・「
参
宮
急
行
名
所
図
絵
」（
昭
和
五
年
）

・「
信
貴
山
名
所
図
絵
」（
昭
和
五
年
）

・ 「
大
峯
山
大
台
个
原　

吉
野
群
山
大
図

絵
」（
昭
和
六
年
・
大
軌
電
車
刊
）

　

さ
て
、
本
題
に
戻
っ
て
初
三
郎
得
意
の

大
胆
な
構
図
は
ど
う
だ
ろ
う
。
図
の
左
端

の
大
阪
を
基
点
に
右
へ
赤
い
路
線
網
（
黒

は
国
鉄
線
）
が
延
伸
。
中
間
に
生
駒
山
の

名
勝
を
、
右
端
に
堂
々
と
大
峯
山
系
の
吉

野
山
（
桜
の
名
所
）
や
高
野
山
金
剛
峯
寺
、

鳥
羽
の
先
、
伊
勢
湾
越
し
に
は
日
本
の
象

徴
富
士
山
を
配
置
し
て
い
る
。

　

奈
良
の
大
仏
殿
や
春
日
神
社
、
法
隆
寺
、

橿
原
神
宮
な
ど
は
、
境
内
配
置
図
の
絵
柄

で
分
か
り
や
す
い
筆
致
な
の
で
、
今
に
で

も
図
絵
を
携
え
て
歩
い
て
み
た
い
衝
動
に

か
ら
れ
そ
う
だ
。

　

初
三
郎
の
画
室
が
あ
っ
た
犬
山
日
本
ラ

イ
ン
や
電
車
、
船
の
浮
か
ぶ
大
阪
湾
・
瀬

戸
内
海
、
遥
か
遠
く
に
中
国
・
朝
鮮
ま
で

描
画
し
て
い
る
の
は
「
遊
び
心
」
か
。

近
畿
日
本
鉄
道
株
式
会
社

K
intetsu C

orporation

創
業
：
明
治
43
年
９
月
16
日

設
立
：
昭
和
19
年
６
月
１
日

本
社
：
大
阪
市
天
王
寺
区
上
本
町
６
丁
目
１-

55
保有客車数 1976 両、総延長 508.2㎞、
1 日の輸送人員 168 万人。大阪府・奈
良県・京都府・三重県・愛知県の 2 府
3 県にまたがる路線網は、JR グルー
プを除き日本の鉄道事業者の中で最長
を誇る。平成 21 年春には阪神電気鉄
道との相互直通運転が開始される予定
で、奈良と神戸が 1 本の路線で結ば
れることになる。運輸事業を核に、レ
ジャー・サービス、流通、不動産など
暮らしに密着したさまざまな事業・サー
ビスを展開し、沿線の活性化、快適な
都市づくりに取り組んでいる。

街へ、暮らしへ、広がる
近鉄ネットワーク。

近畿日本鉄道株式会社 路線図

近鉄奈良

賢島

鳥羽

湯の山温泉 桑名

内部
西日野

平田町

宇
治
山
田

伊
勢
中
川

伊
勢
若
松

近
鉄
四
日
市

布施
河内
山本

大和八木

生駒
長田

西田
原本

王
寺

大
和
西
大
寺

大
和
西
大
寺

日永日永

学研奈良
登美ヶ丘

天理

柏原

道明寺

河内長野
近鉄御所

尺土赤目口
伊賀神戸

古
市

平
端

吉野

吉野口

大
阪
阿
部
野
橋

上
本
町

橿原神宮前

近鉄
難波

京都

近鉄名古屋

京
都
線

難
波
線

大
阪
線

南
大
阪
線

けいはんな線

奈良線

橿原線

山田線

名古屋線

八王子線

湯の山線

内部線

鈴鹿線

鳥羽線

志摩線

吉野線
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